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第
十
號

九
三

書
舶
庸
譚
卷
八
上　

乙
亥
（
民
國
二
十
四
年
、
昭
和
十
年
、
一
九
三
五
年
）

四
月
二
十
三
日
【
原
注
‥
陰
暦
三
月
二
十
一
日
】

晴
れ
。
私
は
、
ま
た
も
日
本
に
旅
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
よ
り
先
、
東
京

湯
島
の
聖
堂
が
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
の
震
災
で
燒
失
し
、
國
民
が
五
十
萬

圓
の
寄
附
を
行
っ
て
復
興
さ
れ
た
。
前
回
の
旅
行
に
お
い
て
、
斯
文
會
の
友
人
か

ら
落
成
式
典
の
參
列
に
招
待
さ
れ
た
。
今
年
の
一
月
に
舊
都
（
北
京
）
に
逗
留
し
、

日
本
の
參
事
官
の
淸
水
董
〔
三（

1
）〕
に
會
っ
て
、
四
月
三
十
日
に
孔
子
祭
が
擧
行

さ
れ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
斯
文
會
理
事
の
德
川
家い
え

逹さ
と

公
爵（

2
）が
、
我
が
國
南
北
の

文
學
界
の
多
く
の
人
々
に
出
向
い
て
式
典
に
參
觀
す
る
よ
う
書
面
で
要
請
し
、
私

は
そ
の
中
に
加
え
て
も
ら
っ
た
。
近
ご
ろ
上
海
に
歸
る
と
、
日
本
の
參
事
官
の
有

野
學（

3
）が
會
の
書
狀
を
携
え
、
重
ね
て
先
頃
の
意
向
を
傳
え
た
。
私
は
校
務
が
非

常
に
逼
迫
し
て
い
る
の
で（

4
）、
陶
心
如
（
陶
洙（

5
））
に
手
紙
を
出
し
て
淸
水
に
穩
や

か
に
お
斷
り
す
る
よ
う
托
し
た
。
淸
水
君
は
、
私
が
名
簿
の
首
位
に
あ
り
、
ま
た

國
際
關
係
に
及
ぶ
事
で
あ
る
の
で
、
何
と
か
出
遊
さ
れ
た
い
と
賴
ん
だ
。
程
な
く

心
如
が
上
海
に
來
て
慫
慂
し
た
の
で
、
や
む
を
得
ず
本
日
、
長
崎
丸
に
乘
船
し
日

本
渡
航
す
る
こ
と
に
相
成
っ
た
。
ま
た
心
如
を
誘
い
假
の
祕
書
役
を
務
め
て
も
ら

い
、
杭
州
の
高
錫
昌
が
國
命
を
奉
じ
て
日
本
に
留
學
す
る
の
で
、
旅
仲
閒
と
な
っ

て
同
行
す
る
こ
と
に
し
た
。

本
日
早
朝
、
陶
・
高
の
二
人
が
拙
宅
に
や
っ
て
來
た
。
旅
行
に
も
っ
て
ゆ
く
も

の
を
點
檢
し
、
出
發
す
る
。
玉
姬
が
見
送
り
に
連
れ
添
い
乘
船
す
る
。
親
友
で
來

て
く
れ
た
者
は
沈
駿
聲
・
史
存
初
・
鄭
觀
松
・
李
紫
東
・
唐
豪
・
田
安
邦
・
盛
綬

臣
・
孫
逸
齋
・
劉
錫
堂（

6
）で
あ
り
、
一
族
の
者
で
は
甥
の
景
熙
夫
妻
・
兄
弟
の
孫

婿
の
梁
某
が
お
り
、
ま
た
井
手
武
人
が
い
た
。
新
聞
記
者
が
私
と
玉
姬
を
遮
っ
て

甲
板
で
寫
眞
を
撮
っ
た
の
で
、
始
め
て
孔
・
顏
二
氏
の
末
裔（

7
）も
こ
の
船
で
向
か

う
こ
と
を
知
っ
た
。
私
の
船
室
は
一
〇
五
で
、
陶
・
高
の
二
人
は
一
〇
七
で
あ
っ

た
。
九
時
に
銅
鑼
が
鳴
り
、
出
航
閒
近
が
知
ら
さ
れ
て
、
玉
姬
ら
は
陸
に
上
が
っ

た
。
歐
風
に
從
い
五
色
の
紙
テ
ー
プ
を
投
げ
て
名
殘
を
惜
し
ん
だ
。
ス
ク
リ
ュ
ー

が
廻
り
、
舵
が
き
ら
れ
る
と
、
た
ち
ま
ち
〔
黃
浦
江
の
〕
川
中
に
出
た
。
岸
壁
で

玉
姬
が
切
れ
た
テ
ー
プ
を
ま
だ
手
に
握
っ
た
ま
ま
、
ハ
ン
カ
チ
で
淚
を
拭
い
て
い

る
の
が
遠
く
か
ら
見
え
た
。
十
時
ご
ろ
、
長
崎
警
察
と
神
戸
稅
關
の
各
職
員
に
よ

る
檢
査
を
受
け
、
有
吉
〔
明
〕
公
使
が
各
機
關
に
送
っ
た
手
紙
を
取
り
出
し
て
見

譯
注

董
康
『
書
舶
庸
譚
』
九
卷
本
譯
注
（
七
）

芳　
　

村　
　

弘　
　

道



董
康
『
書
舶
庸
譚
』
九
卷
本
譯
注
（
七
）

九
四

せ
た
。
晝
食
は
無
錫
の
湯
錫
祥（

8
）と
同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
な
っ
た
。
以
前
、
彼
と
東

京
で
會
っ
た
時
は
蠶
桑
學
校
の
卒
業
生
で
あ
っ
た
が
、
今
は
江
蘇
建
設
廳
の
命
を

奉
じ
、
蠶
桑
改
良
事
業
の
視
察
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
午
後
に
小
林
船
長
と
原
田

事
務
員
が
挨
拶
に
來
る
。
夜
に
な
っ
て
少
し
風
波
が
起
こ
る
。

（
1
）
原
文
は
「
淸
水
董
」
と
誤
る
。
正
し
い
名
は
董
三
。
淸
水
氏
は
一
八
九
三
―

一
九
七
〇
、
東
亞
同
文
學
校
を
卒
業
し
、
對
中
國
の
外
交
官
と
し
て
活
躍
し
た
。

（
2
）
德
川
家
逹
（
一
八
六
三
年
―
一
九
四
〇
年
）
は
德
川
宗
家
第
十
六
代
の
當
主
。

（
3
）
有
野
學
は
一
九
二
五
年
に
北
京
日
本
公
使
館
一
等
通
譯
官
（
黃
漢
靑
「
支
那
語
硏

究
舍
の
變
遷
及
び
そ
の
實
態
」「
慶
應
義
塾
大
學
日
吉
紀
要
」
三
九
號
、
二
〇
〇
七
年

に
よ
る
）、
一
九
三
六
年
に
濟
南
總
領
事
と
な
る
。

（
4
）
こ
の
頃
、
董
康
は
辯
護
士
と
し
て
上
海
で
法
律
事
務
所
を
開
い
て
い
た
が
、「
申
報
」

二
二
一
五
四
號
・
一
九
三
四
年
一
二
月
二
十
一
日
に
「
上
海
市
敎
育
局
備
案
私
立
大
東

法
律
函
授
學
校
。
改
組
後
第
一
次
招
收
新
學
員
五
百
人
。
本
校
現
由
董
康
博
士
主
持
校

務
」
と
い
う
記
事
が
見
ら
れ
る
。「
校
務
」
は
こ
の
學
校
の
校
務
を
い
っ
た
も
の
か
。

（
5
）
陶
は
名
、
洙
。
心
如
は
字
。
董
康
と
同
鄕
、
江
蘇
武
進
の
人
、
一
八
七
七
―

一
九
六
一
。
藏
書
家
と
し
て
名
高
い
陶
湘
（
字
蘭
泉
、
號
涉
園
。
一
八
七
〇
、一
說

一
八
七
一
―
一
九
四
〇
）
の
實
弟
。

（
6
）
沈
駿
聲
は
卷
一
冒
頭
既
出
。
史
存
初
（
一
九
〇
〇
―
一
九
八
五
）、
名
は
良
、
存
初

は
字
。
董
康
の
學
生
の
女
性
法
律
家
で
、、董
康
法
律
事
務
所
に
所
屬
し
た
（「
申
報
（
上

海
版
）」
二
一
三
五
二
號
、
一
九
三
二
年
九
月
一
五
日
）。
政
治
活
動
家
で
も
あ
り
、
新

中
國
で
司
法
部
部
長
な
ど
重
職
を
歷
任
し
た
（
陳
玉
堂
『
中
國
近
現
代
名
號
大
辭
典
』

頁
一
六
六
參
照
）。
唐
豪
（
一
八
九
七
―
一
九
五
九
）
は
、江
蘇
吳
縣
（
蘇
州
市
）
の
人
。

原
名
文
豪
、
字
範
生
。
武
術
家
で
あ
っ
た
が
、
日
本
に
留
學
し
て
政
治
・
法
學
を
學
び
、

上
海
で
辯
護
士
を
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
（『
中
國
近
現
代
名
號
大
辭
典
』
頁
一
〇
七
七

に
よ
る
）。
盛
綬
臣
・
孫
逸
齋
・
劉
錫
堂
は
卷
五
冒
頭
既
出
。
鄭
觀
松
・
李
紫
東
・
田

安
邦
は
未
詳
。

（
7
）
孔
家
の
代
表
は
曲
阜
明
德
中
學
校
長
の
孔
昭
潤
、
顏
家
は
元
曲
阜
縣
財
政
局
長
の

顏
振
鴻
で
あ
っ
た
。

（
8
）
湯
錫
祥
は
卷
三
・
民
國
十
六
年
（
一
九
二
七
）
三
月
二
十
九
日
、
東
京
で
の
記
事

に
「
江
蘇
留
學
生
湯
錫
祥
」
と
あ
り
、
出
身
地
が
「
崇
明
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。

二
十
四
日

晴
れ
。
海
路
は
穩
や
か
。
午
後
一
時
ご
ろ
、
長
崎
港
に
入
る
。
高
・
陶
・
湯
の
三

君
と
上
陸
。
小
林
〔
忠
治
郞
〕
に
電
報
を
打
ち
、家
に
手
紙
を
送
る
。
大
德
園
（
現

大
德
寺
公
園
）・〔
梅
香
崎
〕
天
滿
宮
に
遊
び
、
つ
づ
い
て
崇
福
寺
に
行
く
。
住
職

に
會
い
、
繪
葉
書
一
組
を
贈
ら
れ
る
。
そ
れ
か
ら
諏
訪
公
園
に
登
る
。
港
で
最
も

高
い
場
所
で
あ
る
。
つ
い
で
茶
店
で
休
憩
し
て
船
に
戾
る
。
五
時
、
出
航
。
十
一

時
ご
ろ
兩
岸
の
電
燈
が
明
る
く
輝
く
の
を
見
て
、
す
で
に
栗
島
を
過
ぎ
、
下
關
に

だ
ん
だ
ん
と
近
づ
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
湯
君
が
と
て
も
詳
し
く
淸
代
の
刑
部

（
司
法
行
政
）
の
こ
と
を
質
問
す
る
。
今
日
は
、
私
と
心
如
の
誕
生
日
で
あ
る
。

親
友
の
う
ち
私
と
同
じ
誕
生
日
の
も
の
が
五
人
い
て
、
仁
和
（
浙
江
省
杭
州
市
）

の
孫
慕
韓
（
孫
寶
琦（

1
））
が
同
い
年
で
も
あ
る
。
書
店
が
發
行
す
る
星
占
い
書
が

常
に
こ
の
こ
と
を
引
き
合
い
に
出
し
て
い
る
。
慕
韓
は
す
で
に
八
年
（
四
年
が
正

し
い
）
前
に
逝
去
し
た
。
私
は
「
領
中
書
勛
在
旂
常
、
子
姓
慶
繩
繩
、
合

汾
陽

留
故
事
。
過
卜
肆
賦
參
珞

、
頭
銜
徒
僕
僕
、
從
洛
社
話
齊
年
（
中
書
〈
内
閣
〉

を
領
し
て
勛く

ん

〈
勳
功
〉
は
旂
常
〈
王
侯
の
旗
。
旂
に
は
二
龍
を
描
き
、
常
に
は
日

月
を
描
く
〉
に
在
り
て
、
子
姓
〈
子
孫
〉
の
慶

よ
ろ
こ
びは
繩
繩
と
し
〈
綿
々
と
絶
え
る
こ

と
が
な
く
〉、
合
し
て
汾
陽
〈
唐
代
、
安
史
の
亂
の
平
定
に
大
功
を
擧
げ
て
汾
陽

王
と
な
っ
た
郭
子
儀
〉
に

へ
い

し
て
〈
竝
ん
で
〉
故
事
を
留
む
。
卜
肆
〈
占
い
の
店
〉

に
過よ

ぎ
り
て
賦
は
珞ら
く
ろ
く

〈
賦
の
文
體
で
記
さ
れ
た
占
い
の
書
『
珞

子
』〉
を
參

じ
て
、
頭と

う
が
ん銜
〈
官
職
の
肩
書
き
。
役
人
世
界
〉
徒い
た
づら
に
僕
僕
と
し
〈
奔
走
し
て
く

た
く
た
に
な
っ
て
〉、

づ
ら
く
は
洛
社
〈
洛
陽
社
。
晉
の
道
士
の
董
戚
輩
ら
が

洛
陽
の
白
社
で
共
に
隱
棲
し
た
所
。
董
康
・
孫
寶
琦
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
を
指
す
〉

に
從
ひ
齊
年
〈
同
い
年
〉
を
話
す
に
）。」
と
い
う
挽
聯
を
作
っ
た
。
私
た
ち
二
人



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
號

九
五

は
家
庭
環
境
が
似
て
い
る
が
、
甲
科
と
世
蔭
と
い
う
出
身
に
違
い
が
あ
る（

2
）。
私

の
方
は
、
數
年
來
、
文
筆
を
も
っ
て
生
活
し
て
執
筆
を
約
束
し
た
も
の
が
山
積
し
、

最
近
で
は
船
や
汽
車
で
旅
を
す
る
生
活
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
夜
に
綺
卿
の
夢
を

見
る
。
ま
る
で
娘
婿
の
初
夜
の
よ
う
す
で
あ
っ
た（

3
）。
目
覺
め
て
悲
し
み
が
襲
う
。

游
仙
詩

露
滴
金
僊（

4
）劫
屢
更　
　

露
は
金
僊
に
滴
り
劫
屢
し
ば
し
ば

更あ
ら
たま
り

亭（
5
）往
事
可
分
明　
　

ち
よ
う
て
い亭の
往
事　

分
明
な
る
べ
け
ん
や

摩

玉
鏡
人
閒
物　
　

玉
鏡
人
閒
の
物
を
摩

す
れ
ば

省
識
檀
奴（

6
）舊
姓
名　
　

檀
奴
の
舊
姓
名
を
省
識
す

盤
か
ら
溢
れ
た
露
が
金
銅
仙
人
に
滴
り
劫
火
で
幾
度
も
世
界
が
改
ま
る
ほ
ど
長

い
時
閒
が
過
ぎ
て
、

亭
で
の
か
つ
て
の
出
來
事
は
は
っ
き
り
と
は
し
な
い
。
と

こ
ろ
が
玉
鏡
と
い
う
人
閒
界
の
品
物
を
磨
く
と
、
愛
し
い
人
の
昔
の
姓
名
が
分

か
っ
た
。

〔
其
二
〕

天
靑
海
碧
漢
翻
銀　
　

天
靑
く
海
碧
に
し
て
漢
は
銀
を
翻
す

所
遇
羣
姝
總
上
眞（

7
）　

　

遇
ふ
所
の
羣
姝
は
總
べ
て
上
眞

偶
檢
雲
籤（

8
）徵
位
次　
　

偶
た
ま
た
ま

雲
籤
を
檢
し
て
位
次
を
徵
し

原
來
儂
亦
謫
仙
人（

9
）　

　

原
來　

儂
も
亦
た
謫
仙
人

天
空
は
靑
く
海
は
紺
碧
、
そ
し
て
天
の
川
は
白
銀
の
光
を
き
ら
め
か
せ
る
。
こ

の
仙
界
で
多
く
の
美
し
い
女
性
に
出
會
っ
た
が
、
み
な
上
位
の
仙
人
で
あ
っ
た
。

た
ま
た
ま
神
仙
の
帳
簿
を
く
っ
て
位
の
順
序
を
調
べ
て
み
た
ら
、
も
と
も
と
あ
な

た
も
罪
を
受
け
て
人
閒
界
に
流
さ
れ
た
仙
人
で
あ
っ
た
。

〔
其
三
〕

碧
玉（
10
）鬟
雲
耳
後
偏　
　

碧
玉
の
鬟
雲
は
耳
後
に
偏か
た
よる

採
春（
11
）詞
句
筆
生
　
　

採
春
の
詞
句
は
筆
に

を
生
ず

散
花（
12
）事
了
今
何
世　
　

散さ
ん

花げ

の
事
了を
は

り
今
何い
づ

れ
の
世
な
る

開
落

桃（
13
）卅
六
年（
14
）　

　

開
落
す
け
い
た
う桃　

卅さ
ふ

六
年

若
く
美
し
い
妻
の
束
ね
た
髮
が
耳
の
後
側
に
片
よ
っ
て
見
え
た
。
彼
女
が
劉
採

春
の
よ
う
に
歌
を
作
る
と
筆
先
か
ら
麗
し
い
文
句
が
出
て
き
た
。
天
女
が
花
を
散

ら
せ
た
こ
と
が
終
わ
っ
て
か
ら
今
は
何
時
代
で
あ
ろ
う
か
。
仙
桃
の
花
が
開
い
て

は
落
ち
る
こ
と
を
繰
り
返
し
て
三
十
六
年
に
な
っ
た
。

〔
其
四
〕

蓬
萊
淸
淺
望
中
低　
　

蓬
萊
の
淸
淺
な
る
こ
と
望
中
に
低
く

若
有
人
兮（
15
）此
息
棲　
　

人
の
此こ
こ

に
息
棲
す
る
こ
と
有
る
が
若ご
と

し

安
得
洪
都
通
信
使（
16
）　

　

安い
づ
くん
ぞ
得
ん
洪
都
の
通
信
使
の

也
敎
魂
夢
戀
吾
妻　
　

也ま
た

魂
夢
を
し
て
吾
妻
を
戀
は
し
む
る
を

【
自
注
‥
日
本
武
尊
、
景
行
帝
之
子
、
一
名
日
本
童
男
。
嘗
征
東
夷
、
經
相
模
至

上
總
、
渡
小
海
、
中
流
暴
風
起
、
舟
將
覆
沒
。
寵
姬
橘
媛
請
曰
、
是
海
神
爲
祟
。

妾
請
當
之
。
言
訖
投
海
、
風
止
著
岸
。
轉
上
總
入
陸
奧
、
至
蝦
夷
境
、
俘
其
酋
長

還
。
至
碓
日
嶺
、
東
望
懷
橘
媛
歌
曰
、
吾
妻
已
矣
。
後
人
因
號
東
陸
曰
吾
妻
國（
17
）。

妻
一
作
嬬
（
日
本
武
尊
は
、
景
行
帝
の
子
に
し
て
、
一
名
は
日
本
童
男
。
嘗
て
東

夷
を
征
し
、
相
模
を
經
て
上
總
に
至
ら
ん
と
し
、
小
海
を
渡
る
に
、
中
流
に
て
暴

風
起
り
、
舟
將
に
覆
沒
せ
ん
と
す
。
寵
姫
の
橘
媛
請
ひ
て
曰
く
、
是
れ
海
神
の
祟

た
た
り

を
爲
す
な
り
。
妾
請
ふ
之
に
當
ら
ん
、
と
。
言
ひ
訖を
は

り
て
海
に
投
ず
れ
ば
、
風
止

み
て
岸
に
著
く
。
上
總
よ
り
轉
じ
て
陸
奧
に
入
り
、
蝦
夷
の
境
に
至
り
、
其
の
酋

長
を
俘
に
し
て
還
る
。
碓
日
嶺
に
至
り
、
東
の
か
た
望
み
て
橘
媛
を
懷
ひ
歌
ひ
て



董
康
『
書
舶
庸
譚
』
九
卷
本
譯
注
（
七
）

九
六

曰
く
、
吾
が
妻
よ
已や

ん
ぬ
る
か
な
、
と
。
後
人
因
り
て
東
陸
を
號
し
て
吾
妻
の
國

と
曰
ふ
。
妻
、
一
に
嬬
に
作
る
。】

遠
く
眺
め
る
と
蓬
萊
山
の
海
が
澄
ん
で
淺
く
廣
が
る
さ
ま
が
低
い
視
線
に
入

る
。
こ
の
島
に
人
が
住
ん
で
い
る
よ
う
に
思
う
。
ど
う
し
た
ら
洪
都
（
鴻
都
）
の

道
士
を
通
信
の
使
い
に
た
て
、
楊
貴
妃
と
同
じ
よ
う
に
夢
の
中
で
我
が
夫
を
戀
い

慕
う
よ
う
に
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
か
（
そ
れ
は
到
底
で
き
ぬ
こ
と
で
あ

る
）。【
自
注
‥
日

や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

本
武
尊
は
、
景
行
天
皇
の
子
で
、
ま
た
名
を
日や
ま
と本
童お
ぐ
な男
と
い
う
。

東
夷
を
征
討
し
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
相
模
か
ら
上
總
に
行
こ
う
と
し
て
小
さ
な
海

を
渡
る
時
に
、
中
ほ
ど
で
暴
風
が
起
こ
り
、
舟
が
轉
覆
し
て
沈
み
そ
う
に
な
っ
た
。

愛
姬
の
弟お

と

橘
た
ち
ば
な

比ひ

め女
が
願
い
出
て
、「
海
神
が
祟
り
を
な
し
て
い
る
の
で
ご
ざ
い

ま
す
。
わ
た
し
が
こ
れ
に
立
ち
向
か
い
ま
す
」
と
言
っ
て
、
言
い
終
わ
る
な
り
海

に
身
を
投
げ
る
と
、
風
が
止
ん
で
岸
に
着
い
た
。
上
總
か
ら
陸
奧
に
進
み
入
り
、

蝦
夷
の
境
内
に
至
っ
て
、
そ
の
部
族
長
を
捕
虜
に
し
て
歸
還
し
た
。
碓う

す

日ひ

嶺み
ね

（
碓

氷
峠
）
に
た
ど
り
着
き
、
東
を
遠
く
見
や
っ
て
橘
比
女
を
思
い
起
こ
し
て
「
吾
妻

は
や
」と
歌
っ
た
。
こ
れ
に
因
ん
で
後
の
人
は
東
日
本
を
吾
妻
の
國
と
名
づ
け
た
。

「
妻
」
の
字
は
ま
た
「
嬬
」
に
書
く
。】

（
1
）
孫
寶
琦
（
一
八
六
七
―
一
九
三
一
）
は
、
字
慕
韓
、
號
珠
泉
。
淸
末
の
外
交
官
、
大

臣
。
民
國
に
な
っ
て
外
務
總
長
、
國
務
總
理
な
ど
を
歷
任
し
た
。

（
2
）「
甲
科
」
は
董
康
が
科
擧
の
進
士
で
あ
り
、「
世
蔭
」
は
孫
寶
琦
が
父
の
詒
經
が
高

官
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
蔭
補
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

（
3
）「
綺
卿
」
は
董
康
の
亡
き
正
妻
で
あ
ろ
う
。
本
書
卷
四
下
の
四
月
二
十
七
日
條
の
雙

照
樓
主
人
（
呉
昌
綬
）
の
詩
題
に
見
え
る
「
綺
雲
夫
人
」。「
卿
」
は
夫
妻
の
閒
で
用
い

る
愛
稱
。
ま
た
卷
五
の
十
一
月
九
日
條
に
は
「
博
陵
君
」
と
あ
り
、同
じ
く
「
館
甥
（
娘

婿
）」
の
よ
う
す
で
董
康
の
夢
に
現
れ
て
い
る
。

（
4
）「
金
僊
」
は
「
金
銅
仙
人
」
の
こ
と
。
前
漢
の
武
帝
が
金
銅
を
鑄
造
し
て
作
ら
せ
た

仙
人
像
で
、
手
に
露
を
受
け
る
盤
を
捧
げ
る
。

（
5
）「

亭
」
は
三
國
の
呉
の
孫
權
が
馬
上
か
ら
虎
を
射
た
場
所
（『
三
國
志
』
卷

四
十
七
・
呉
主
傳
の
建
安
二
十
三
年
條
）。
董
康
の
故
鄕
の
江
蘇
省
常
州
市
武
進
區
の

西
北
、
丹
陽
市
と
の
境
に
近
い
と
こ
ろ
あ
る
。

（
6
）「
檀
奴
」
は
、
西
晉
の
美
男
子
、
潘
岳
の
幼
少
時
の
字
。
女
性
が
夫
や
戀
人
に
對
し

て
用
い
る
美
稱
。
ま
た
「
檀
郞
」
と
も
い
う
。

（
7
）「
上
眞
」
は
上
位
の
仙
人
を
い
う
。「
上
仙
」
と
同
じ
。

（
8
）「
雲
籤
」
は
神
仙
が
用
い
る
帳
簿
、「
金
籙
雲
籤
」
に
同
じ
。

（
9
）「
謫
仙
人
」
は
罪
を
受
け
て
人
閒
界
に
配
流
さ
れ
た
仙
人
、「
謫
仙
」
と
も
い
う
。
唐

の
李
白
は
、
名
作
「
蜀
道
難
」
を
賀
知
章
に
示
す
と
、
知
章
か
ら
「
謫
仙
人
」
と
號
さ

れ
た
（『
太
平
廣
記
』
卷
二
百
一
引
く
『
本
事
詩
』）。

（
10
）「
碧
玉
」
は
若
く
て
美
し
い
妾
や
召
使
い
の
女
性
。

（
11
）「
採
春
」
は
唐
の
歌
妓
の
劉
采
春
。
卷
七
の
一
月
十
七
日
條
の
「
因
登
諏
訪
山
誤
舟

投
宿
平
野
屋
」
詩
其
三
の
注
9
參
照
。

（
12
）「
散
花
」
は
『
維
摩
經
』
觀
衆
生
品
に
見
え
る
故
事
。
釋
迦
の
在
家
の
弟
子
、
維
摩

詰
の
居
室
に
い
た
天
女
が
維
摩
詰
と
諸
菩
薩
・
佛
弟
子
と
の
問
答
、
說
法
を
聞
き
、
姿

を
現
し
て
天
花
を
諸
菩
薩
・
佛
弟
子
に
散
ら
せ
た
。
董
康
が
開
い
た
法
事
（
亡
妻
綺
卿

の
葬
儀
）
を
い
う
か
。

（
13
）「

」
は
玉
の
一
種
、「

桃
」
は
「
玉
桃
」
に
同
じ
、
仙
桃
を
い
う
。

（
14
）「
卅
六
年
」
は
、
董
康
が
亡
妻
の
綺
卿
（
博
陵
君
）
と
結
婚
し
た
年
か
ら
の
足
掛
け

で
の
年
數
を
い
う
か
。
し
か
ら
ば
、
結
婚
は
光
緖
二
十
六
年
（
一
九
〇
〇
）
と
な
る
。

な
お
彼
女
の
卒
年
は
、本
書
卷
四
上
の
民
國
十
六
年
（
一
九
二
七
）
四
月
十
日
條
に
「
博

陵
君
第
十
四
周
忌
辰
」
と
あ
る
の
で
、
民
國
二
年
（
一
九
一
三
）
で
あ
る
。

（
15
）「
若
有
人
兮
」
は
『
楚
辭
』
の
九
歌
「
山
鬼
」
の
「
若
有
人
兮
山
之
阿
（
人
の
山
の

阿
に
有
る
が
若
し
）」
の
表
現
を
用
い
た
も
の
。
詩
意
に
神
祕
的
な
雰
圍
氣
を
與
え
る

效
果
を
生
む
。

（
16
）「
洪
都
」
は
本
來
な
ら
「
鴻
都
」
と
表
す
べ
き
と
思
わ
れ
る
（「
洪
」「
鴻
」
は
音
義

が
通
じ
る
）。「
洪
都
通
信
使
」
す
な
わ
ち
「
鴻
都
通
信
使
」
は
、
白
居
易
「
長
恨
歌
」

に
詠
わ
れ
た
玄
宗
の
使
者
と
な
っ
て
仙
界
の
楊
貴
妃
と
對
面
す
る「
臨

道
士
鴻
都
客
」

を
指
す
。
こ
こ
で
は
董
康
の
た
め
に
仙
界
の
亡
妻
と
の
閒
を
と
り
も
つ
使
い
を
い
う
。

（
17
）
こ
の
自
注
は
、『
日
本
書
紀
』
卷
七
「
景
行
天
皇
紀
」
に
よ
っ
て
い
る
。

二
十
五
日

晴
れ
。
瀨
戸
内
海
を
航
行
。
風
が
弱
く
波
立
た
な
い
。
時
折
、
海
上
の
霞
み
に
包



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
號

九
七

ま
れ
た
島
々
が
見
え
る
。
前
年
、
楊
无
恙
が
絕
句
一
首
を
書
き
付
け
た
の
を
轉
記

し
て
お
く
。
ま
る
で
繪
の
中
に
旅
す
る
よ
う
で
あ
る
。
午
後
二
時
頃
、
小
林
船
長

が
來
談
。
別
れ
て
、
四
時
頃
に
神
戸
警
務
員
の
檢
査
を
受
け
る
。
擔
當
者
は
穩
や

か
で
禮
儀
正
し
く
、儒
者
の
雰
圍
氣
が
あ
っ
た
。
少
し
ず
つ
波
止
場
に
近
づ
く
と
、

小
林
〔
忠
次
郞
〕
が
末
っ
子
の
透
を
伴
い
長
い
こ
と
待
っ
て
い
た
の
が
見
え
た
。

直
ぐ
さ
ま
船
に
乘
り
込
ん
で
き
て
、
喜
ん
で
握
手
を
交
わ
し
た
。
荷
物
を
整
え
て

運
送
店
に
渡
し
て
三
宮
驛
ま
で
送
ら
す
。
領
事
館
員
が
特
別
に
孔
・
顏
二
氏
を
出

迎
え
た
。
彼
ら
の
來
訪
は
政
府
の
命
を
奉
じ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
私

た
ち
は
上
陸
し
、
二
臺
の
自
動
車
に
分
乘
す
る
。
な
お
も
專
賣
局
の
役
人
の
檢
査

を
受
け
た
。
三
宮
驛
に
着
き
、
六
時
半
の
列
車
に
乘
り
京
都
驛
で
下
車
。
長
谷
川

旅
館
に
宿
泊
す
る
。
小
林
の
御
母
堂
が
來
談
。
す
で
に
八
十
五
歳
の
高
齡
に
逹
す

る
が
、
よ
く
食
事
を
攝
っ
て
お
ら
れ
る
。
私
に
お
手
製
の
財
布
を
數
個
下
さ
っ
た

の
で
、
陶
・
高
二
君
と
均
等
に
分
け
た
。
小
林
と
語
り
合
い
、
夜
が
更
け
て
か
ら

や
っ
と
別
れ
た
。

内
海（

1
）

水
面
晴
嵐
遠
近
峰　
　

水
面　

晴
嵐　

遠
近
の
峰

村
村
煙
景
吐
層
松　
　

村
村　

煙
景　

層
松
を
吐
く

恰
如
霧
鬢
臨
妝
鏡　
　

恰
も
霧
鬢
の
妝
鏡
に
臨
み

縠
窗
紗
隔
幾
重　
　

縠こ
く

窗
紗　

幾
重
に
か
隔
つ
る
が
如
し

海
面
の
向
こ
う
に
は
晴
れ
空
を
背
に
山
氣
を
漂
わ
せ
た
遠お

ち
こ
ち近
の
峰
々
が
見
え
、

村
々
に
た
な
び
く
霞
の
閒
か
ら
高
い
松
の
木
が
浮
か
び
出
て
い
る
。
さ
な
が
ら
立

ち
こ
め
る
霧
か
と
思
わ
せ
る
豐
か
な
鬢
髮
の
女
性
が
化
粧
用
の
鏡
の
前
に
座
っ
て

い
る
姿
を
、
ち
り
め
ん
の
カ
ー
テ
ン
や
紗
を
張
っ
た
窓
で
幾
重
に
も
隔
た
て
ら
れ

て
望
む
か
の
よ
う
で
あ
る
。

（
1
）
こ
の
詩
は
『
无
恙
後
集
』
の
「
續
稿
」
に
、
詩
題
・
本
文
と
も
に
修
訂
さ
れ
る
こ

と
な
く
收
錄
さ
れ
て
い
る
。

二
十
六
日

晴
れ
。
八
時
に
我
々
は
小
林
寫
眞
製
本マ
マ

〔
版
〕
所
に
行
く
。
長
文
と
透
が
出
迎
え

中
に
入
れ
て
く
れ
る
。
新
し
い
製
作
品
を
取
り
出
し
て
鑑
賞
に
供
す
る
。
そ
の
中

に
內
藤
湖
南
の
『
恭
仁
山
莊
書
目
』
が
あ
っ
た
。
大
阪
で
陳
列
し
た
と
き
に
製
作

さ
れ
た
記
念
の
も
の
で
あ
る（

1
）。
昔
、
私
は
東
山
に
寄
寓
し
、
湖
南
と
境
遇
の
違

い
を
越
え
た
友
人
の
交
わ
り
を
結
び
、『
永
樂
大
典
』
臺
字
韻
の
一
册
を
贈
呈
し

た
こ
と
が
あ
る（

2
）。『
憲
臺
通
紀
』
が
全
部
收
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
本
も
こ
の
書
目

に
あ
っ
た
。
湖
南
は
學
問
が
博
大
で
、
著
作
が
豐
富
で
あ
り
、
書
風
は
隋
唐
の
寫

經
に
似
て
お
り
、金
石
書
畫
の
鑑
定
に
と
り
わ
け
詳
し
か
っ
た
。
淸
貧
の
生
活
は
、

私
と
似
て
い
た
。
歿
後
の
遺
藏
書
は
萬
卷
、
珍
し
い
本
が
多
く
を
占
め
て
い
る
。

日
本
の
人
は
、
彼
を
賴
山
陽
や
狩
谷
棭
齋
の
よ
う
に
尊
敬
し
た
。
そ
こ
で
政
府
が

路
地
裏
住
ま
い
の
彼
に
質
問
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
私
は
、
各
地
に
漂
泊

し
、
と
も
す
れ
ば
時
流
に
逆
ら
う
こ
と
が
あ
る
。
湖
南
と
比
較
す
る
と
、
雲
泥
の

違
い
で
あ
る
。

十
時
頃
、
旅
館
に
戾
る
。
小
林
が
別
莊
か
ら
歸
っ
て
き
て
、
息
子
二
人
を
呼
び

つ
け
、
私
の
た
め
に
旅
行
の
用
意
を
整
え
さ
せ
、
伴
っ
て
京
都
驛
ま
で
送
っ
て
く

れ
、
別
れ
た
。
公
使
館
の
孫
伯
醇
お
よ
び
田
中
子
祥
（
慶
太
郞
）、
勝
山
岳
陽
に

そ
れ
ぞ
れ
電
報
を
打
ち
、
旅
程
を
連
絡
し
て
も
ら
う
。
途
中
の
景
色
は
以
前
と
同
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九
八

樣
で
あ
っ
た
が
、
心
如
は
盡
き
せ
ぬ
感
慨
に
浸
っ
て
い
た
。
七
時
三
十
分
に
東
京

驛
に
到
着
。
服
部
〔
宇
之
吉
〕
博
士
が
斯
文
會
員
の
中
川
義
彌
・
見
尾
勝
馬
・
松

本
洪
・
松
本
忠
正
お
よ
び
村
上
〔
貞
吉
〕
の
面
々
を
連
れ
て
出
迎
え
。
こ
の
時
に

田
中
と
勝
山
が
龍
名
館
の
者
に
指
示
し
、
彼
ら
も
來
て
く
れ
た
。
公
使
館
か
ら
は

孫
孟
超
と
楊
雪
倫
の
二
人
の
參
贊
が
い
た
。
孔
・
顏
二
氏
の
子
孫
の
た
め
に
、
相

前
後
し
て
來
て
い
た
ら
し
い
。
下
車
の
の
ち
に
、
各
位
と
握
手
し
て
挨
拶
し
、
田

中
・
勝
山
・
孟
超
と
一
緖
に
龍
名
館
に
向
か
っ
た
。
私
は
松
の
閒
の
六
番
に
宿
っ

た
。
陶
・
高
の
兩
君
は
五
番
で
、
先
年
の
楊
无
恙
の
部
屋
で
あ
る
。
す
ぐ
に
伯
醇

が
來
た
。
病
院
に
行
っ
て
い
た
の
で
少
し
遲
れ
た
。
心
ゆ
く
ま
で
語
り
合
い
、

十
一
時
と
な
っ
て
、
よ
う
や
く
皆
が
歸
る
。

（
1
）
大
阪
府
立
圖
書
館
で
昭
和
十
年
三
月
二
十
六
日
か
ら
二
十
八
日
に
開
催
さ
れ
た
「
恭

仁
山
莊
善
本
展
覽
會
」。
董
康
が
い
う
「
恭
仁
山
莊
書
目
」
と
は
小
林
寫
眞
製
版
所
出

版
部
が
出
版
し
た
『
恭
仁
山
莊
善
本
書
影
』
を
指
す
。
な
お
展
覽
會
に
は
『
恭
仁
山
莊

善
本
展
覽
目
録
』
の
小
册
子
が
昭
和
十
年
三
月
二
十
五
日
に
發
行
さ
れ
た
が
、
そ
の
奧

付
に
よ
れ
ば
、
印
刷
は
石
川
一

氏
の
石
川
印
刷
製
本
所
で
あ
っ
た
。

（
2
）
こ
の
『
永
樂
大
典
』
は
卷
二
千
六
百
八
・
二
千
六
百
九
の
一
册
で
、
京
都
大
學
人
文

科
學
硏
究
所
に
現
藏
さ
れ
て
い
る
。
內
藤
湖
南
自
筆
の
箱
書
き
が
あ
っ
て
、
董
康
か
ら

贈
呈
さ
れ
た
こ
と
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
十
三
年
五
月
に
京
都
大
學
の
東
洋
史
硏

究
會
か
ら
「
東
洋
史
硏
究
叢
刊
之
第
三
」
と
し
て
、
內
藤
湖
南
の
論
文
「
憲
臺
通
紀
考

證
」（
こ
れ
に
も
董
康
か
ら
の
贈
呈
を
い
う
）
を
附
錄
し
て
影
印
さ
れ
た
。

二
十
七
日

晴
れ
。
玉
姬
に
手
紙
を
出
す
。
九
時
、北
京
大
學
助
敎
の
張
莊
伯
お
よ
び
伯
純（
孫

伯
醇
）、
村
上
が
相
前
後
し
て
來
る
。
私
た
ち
は
伯
純
と
と
も
に
斯
文
會
に
赴
き
、

服
部
博
士
を
訪
問
す
る
。
午
後
二
時
、
蔣
雨
岩
公
使
と
東
京
帝
國
大
學
敎
授
の
穗

積
重
遠
・
小
野
淸
一
郞
・
吾
妻
榮
・
田
中
耕
太
郞
の
諸
博
士
を
訪
ね
、
各
位
と
面

會
。
そ
れ
か
ら
伯
純
宅
に
行
き
休
憩
。
家
は
芝
公
園
付
近
の
路
地
に
あ
る
。
道
端

の
躑つ

つ
じ躅
が
ぎ
っ
し
り
と
咲
き
誇
っ
て
お
り
、
あ
た
り
は
頗
る
閑
靜
で
あ
っ
た
。
宿

に
戾
っ
て
か
ら
、
長
澤
〔
規
矩
也
〕
と
村
上
が
前
後
し
て
來
訪
。
ふ
た
た
び
一
緖

に
聖
堂
に
出
か
け
、
鹽
谷
〔
温
〕・
服
部
兩
博
士
の
講
演
を
聽
く
こ
と
に
し
た
が
、

滿
員
な
の
で
外
に
出
た（

1
）。
事
務
所
に
入
っ
て
、
岩
村
成
允
に
會
い
、
孔
子
祭
祀

の
各
種
印
刷
物
を
も
ら
う
。
道
す
が
ら
田
中
を
訪
ね
て
歸
り
着
く
。
晩
に
梁
衆
異
・

湯
愛
理
・
袁
帥
南
お
よ
び
田
中
が
來
談
。
こ
の
日
、
高
君
が
彌
生
町
一
番
地
の
彌

生
ア
パ
ー
ト
一
階
二
十
九
番
に
引
っ
越
し
、
張
伯
莊
と
同
居
す
る
。

（
1
）
福
島
甲
子
三
編
『
湯
島
聖
堂
復
興
記
念　

儒
道
大
會
誌
』（
財
團
法
人
斯
文
會
、
昭

和
十
一
年
十
月
）
頁
一
九
六
の
「
第
二
十
九
回
孔
子
祭
典
記
念　

春
季
大
講
演
」
の
記

事
に
よ
る
と
、斯
文
會
館
の
講
堂
で
午
後
二
時
か
ら
開
催
さ
れ
、「
聽
衆
二
百
名
を
越
え
、

文
字
通
り
滿
堂
立
錐
の
餘
地
無
く
、
窓
外
に
立
ち
て
聽
く
者
數
十
名
に
及
べ
り
」
と
い

う
盛
況
で
あ
っ
た
。
ま
た
服
部
宇
之
吉
の
講
演
は
「
誠
」、
鹽
谷
温
は
「
孔
夫
子
の
道

と
世
界
の
平
和
」
と
題
す
る
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
講
演
錄
も
該
書
に
收
載
さ
れ
て
い

る
。

二
十
八
日

晴
れ
。
九
時
、
田
中
が
來
る
。
と
も
に
〔
丸
の
内
〕
東
京
會
館
の
儒
道
大
會
に
出

か
け
る
。
心
如
は
事
情
が
あ
っ
て
行
か
な
い
。
大
會
は
斯
文
會
と
そ
の
他
の
學
會

の
共
催
で
あ
っ
た（

1
）。
門
に
入
る
と
、一
括
り
の
印
刷
物
と
『
論
語
』
諸
本
の
書
影
、

慶
長
活
字
本
『
孝
經（

2
）』
そ
れ
ぞ
れ
一
册
の
贈
呈
を
受
け
、來
賓
席
に
案
內
さ
れ
た
。

つ
い
で
孔
・
顏
二
氏
が
入
場
し
、
全
員
が
立
禮
。
主
席
の
德
川
公
爵
が
二
氏
を
紹

介
し
、
二
氏
が
答
禮
す
る
こ
と
、
禮
法
通
り
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
本
日
の
式
次
第



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
號

九
九

に
從
い
進
行
し
、
私
は
來
賓
者
演
説
の
第
一
に
薦
め
ら
れ
た
。
そ
こ
で
『
大
學
』

の
條
目
に
つ
い
て
、科
學
と
精
神
の
相
互
提
携
を
主
旨
と
し
て
論
じ
、孔
子
が
「
聖

の
時
な
る
者
」
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
孔
子
を
廢
す
る
論
說
を
批
判
し
た（

3
）。
大

倉
喜
七
郞
お
よ
び
古
城
貞
吉
・
小
柳
氣
司
太
と
會
う
。
小
柳
君
か
ら
著
作
の
『
北

京
白
雲
觀
考
』
一
册
を
贈
ら
れ
た
。
參
會
者
は
約
百
餘
人
い
た
。
み
な
に
洋
食
が

用
意
さ
れ
た
。
午
後
二
時
頃
私
と
田
中
は
先
に
退
席
し
た
。
晩
に
德
川
公
爵
が
帝

國
ホ
テ
ル
で
宴
會
を
設
け
た
が
、
出
席
を
辭
退
し
た
。

（
1
）「
儒
道
大
會
」
の
詳
細
は
前
掲
の
『
儒
道
大
會
誌
』
に
記
錄
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）
斯
文
會
が
「
湯
島
聖
堂
復
興
儒
道
大
會
開
催
紀
念
」
と
し
て
發
行
し
た
『
論
語
祕

本
影
譜
』
お
よ
び
慶
長
勅
版
の
『
古
文
孝
經
』
の
影
印
本
を
指
す
。

（
3
）
董
康
の
演
說
は
、
前
掲
『
儒
道
大
會
誌
』
頁
三
二
―
三
四
に
録
さ
れ
て
い
る
。「『
大

學
』
の
條
目
」
と
は
、「
一
、
格
物
。
二
、
致
知
。
三
、
誠
意
。
四
、
正
心
。
五
、
修
身
。

六
、
齊
家
。
七
、
治
國
。
八
、
平
天
下
」
の
八
條
目
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
「
格
致
」
に

つ
い
て
、
董
康
は
「
自
肇
興
文
字
以
來
、
科
學
代
有
發
明
。
孔
子
慮
其
中
輟
、
故
提
倡

格
致
、
以
促
其
進
步
（
肇
め
て
文
字
を
興
こ
し
て
よ
り
以
來
、
科
學
代よ

よ
に
發
明
有
り
。

孔
子
其
の
中
ご
ろ
に
輟や

ま
ん
こ
と
を
慮
り
、
故
に
格
致
を
提
倡
し
、
以
て
其
の
進
步
を

促
す
）」
と
述
べ
た
。
ま
た
「
孔
子
が
『
聖
の
時
な
る
者
』」
と
は
、
孔
子
が
聖
人
の
中

で
も
中
正
で
時
の
宜
し
き
に
從
っ
た
人
物
で
あ
る
と
評
し
た
孟
子
の
言
葉
（『
孟
子
』

萬
章
下
）
で
あ
る
。

二
十
九
日

晴
れ
。
十
時
に
田
中
夫
妻
及
び
乾
郞
が
來
る
。
私
と
心
如
と
共
に
榛
原（
和
紙
舖
）・

服
部
〔
時
計
店
〕・
三
越
〔
百
貨
店
〕
に
行
き
買
い
物
。
三
越
の
食
堂
で
晝
食
を

と
る
。
料
理
は
天
ぷ
ら
。
味
が
と
て
も
よ
く
、
心
如
は
大
變
好
ん
だ
。
斯
文
會
が

東
寶
劇
場
の
少
女
歌
劇
の
觀
劇
に
招
待
し
て
く
れ
た
が
、
私
は
乾
郞
に
賴
ん
で
心

如
を
連
れ
て
代
わ
り
に
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
晩
に
勝
山
が
來
談
。

三
十
日

晴
れ
。
西
風
が
頗
る
強
い
。
八
時
半
、
心
如
と
聖
堂
に
行
く
。
も
と
も
と
田
中
と

と
も
に
行
く
約
束
を
し
て
い
た
が
、
田
中
が
起
き
る
の
が
少
し
遲
か
っ
た
の
で
、

村
上
に
案
内
し
て
も
ら
っ
た
。
門
を
入
り
斯
文
會
に
着
く
。
文
化
會
長
の
服
部
博

士
お
よ
び
斯
文
會
長
の
德
川
公
爵
が
來
賓
を
出
迎
え
る
。
德
川
氏
が
祭
典
を
主
宰

す
る
。
日
本
の
祭
服
を
着
す
。
黑
い
紗
の

頭
（
冠
）
を
被
り
、
後
に
一
本
の
翅

（
纓
）
が
垂
れ
る
。
簪
が
冠
に
通
し
て
あ
る
。
白
い
紐
に
黑
い
衣
裳
。
袖
が
廣
く
、

圓
領
（
丸
衿
）。
衣
は
前
が
短
く
後
が
長
い
。
内
に
は
紗
の
白
衣
を
着
る
。
板
帶

を
締
め
黑
い
靴
を
履
く
。
右
手
に
木
製
の
笏
を
持
ち
、
そ
れ
は
上
が
丸
く
下
が
と

が
っ
て
い
る
。
我
が
國
の
唐
宋
の
制
度
に
從
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
事
務
所
に

行
っ
て
少
し
休
憩
を
取
る
。
壁
に
明
人
の
墨
跡
が
數
幅
掛
か
っ
て
お
り
、
机
に
は

石
刻
の
七
十
二
賢
帖
が
陳
列
し
て
あ
っ
た
。
明
代
の
翻
刻
本
だ
が
、
拓
は
古
い
ほ

う
で
あ
る
。
九
時
、
祭
儀
が
開
始
。
人
々
に
從
っ
て
出
て
、
西
に
數
歩
歩
き
、
北

に
向
か
っ
て
仰
高
門
に
入
る
。
南
側
か
ら
階
段
を
上
っ
た
と
こ
ろ
が
入
德
門
で
あ

る
。
そ
れ
か
ら
杏
壇
門
が
あ
っ
て
、
門
内
に
廣
庭
が
あ
る
。
桐
油
を
引
い
た
布
の

幕
が
張
ら
れ
、
風
に
あ
お
ら
れ
、
か
さ
か
さ
と
音
を
た
て
て
い
る
。
中
が
舞
臺
で
、

高
さ
が
三
尺
あ
っ
て
、
臨
時
に
し
つ
ら
え
た
も
の
で
あ
る
。
北
が
大
成
殿
で
、
そ

の
東
西
兩
側
が
渡
り
廊
下
に
な
っ
て
い
る
。

日
本
の
孔
子
廟
に
は
、
仙
臺
・
水
戸
・
神
奈
川
縣
【
程
ヶ
谷
岩
閒
町
】・
足
利

學
校
・
三
重
縣
【
田
丸
町
】・
岡
谷マ

マ

〔
山
〕
縣
【
閑
谷
黌
】・
廣
島
縣
【
福
山
市
】・

香
川
縣
【
陵マ
マ

〔
綾
〕
歌
郡
瀧
ノ
宮
村
天
滿
神
社
境
内
】・
佐
賀
縣
【
杵
島
郡
山
口

村
白
木
】・
同
【
山マ
マ

〔
小
〕
城
郡
多
久
村
】・
長
崎
・
沖
繩
縣
・
臺
北
・
臺
南
・
朝
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一
〇
〇

鮮
【
京
城
】
及
び
こ
こ
の
計
十
六
箇
處
が
あ
る（

1
）。
時
代
が
最
も
古
い
の
は
足
利
で
、

最
も
新
し
い
の
が
明
末
に
朱
舜
水
が
創
建
し
た
も
の
で
あ
る
。
臺
灣
の
は
、
ま
だ

我
が
國
の
版
圖
に
屬
し
て
い
た
と
き
に
建
設
さ
れ
た
。
孔
子
は
春
秋
時
代
に
お
い

て
、
自
己
の
志
を
行
う
こ
と
が
で
き
ず
、
一
生
涯
落
ち
着
く
こ
と
が
な
く
、
筏
に

乘
っ
て
僻
地
に
行
こ
う
と
歎
い
た
が
、
今
日
に
肖
像
を
留
め
よ
う
と
は
思
い
も
寄

ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
宋
の
趙
普
で
さ
え
も
『
論
語
』
半
分
の
讀
書
で
、
五
代

に
北
宋
王
朝
の
基
礎
を
定
め
る
功
績
を
果
た
し
た（

2
）。
そ
の
う
え
東
隣
の
日
本
で

は
こ
の
よ
う
に
尊
崇
し
、
女
性
や
子
供
も
心
に
深
く
刻
み
込
ん
で
忘
れ
な
い
。
聖

人
の
敎
え
は
、
や
は
り
政
治
の
安
定
を
諭
し
示
す
警
鐘
で
あ
る
。
我
が
國
は
革
命

以
後
、
各
地
方
で
壇
廟
や
文
廟
が
撤
去
さ
れ
て
、
演
藝
場
あ
る
い
は
他
の
施
設
に

充
て
ら
れ
、
そ
の
數
が
い
く
つ
に
な
る
か
分
か
ら
な
い
。
廟
學
や
典
禮
を
學
ぼ
う

と
す
る
人
は
い
な
い
。
三
代
（
夏
・
殷
・
周
）
以
前
の
禍
で
、
戰
爭
よ
り
も
激
し

い
も
の
は
、
洪
水
の
猛
烈
さ
で
あ
る（

3
）。
洪
水
の
猛
烈
さ
や
災
厄
を
挽
回
す
る
思

想
を
抱
く
者
は
、
聖
人
の
敎
え
に
加
え
る
意
圖
が
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
に
以
下
の
通
り
當
日
の
祭
儀
を
記
錄
し
て
お
く
。

甲　

大
成
殿
お
よ
び
内
部

殿
は
正
面
が
五
閒
、
奧
行
き
が
約
七
閒
、
階
段
が
五
段
。
一
閒
ご
と
に
四
枚
の

扉
が
あ
り
、
扉
に
は
六
角
の
格
子
を
つ
け
る
。
下
り
棟
と
隅
棟
の
四
方
の
端
に
は

獸
吻
（
鬼
龍
子
）
を
置
く
。
建
物
の
内
外
は
み
な
三
重
の
大
き
な
斗
拱
（
ま
す
が

た
）
が
は
め
ら
れ
て
い
る
。
柱
と
扉
は
黑
漆
で
塗
ら
れ
金
線
を
一
本
施
す
。
先
の

震
災
に
懲
り
て
全
部
、
鐵
骨
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
で
あ
る
。

殿
の
中
央
眞
北
に
三
つ
の
龕
（
厨
子
）
が
安
置
さ
れ
、
中
央
に
至
聖
（
孔
子
）、

左
に
子
思
・
顏
子
、
右
に
曾
子
・
孟
子
、
み
な
南
向
き
で
像
が
あ
る
。
木
の
材
質

で
、
宮
內
省
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
龕
に
は
扉
が
あ
っ
て
、
祭
祀
の
時
に

だ
け
開
け
ら
れ
る
。

中
央
に

案
を
一
つ
、
簠
・
簋
・

・
豆
・
爵
お
の
お
の
三
つ
、
共
案
一
つ
、

香
案
一
つ
、
兩
燭
臺
を
載
せ
た
案
お
の
お
の
一
つ
を
設
置
。

左
右
の
配
位
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
簠
・
簋
・

・
豆
と
共
案
一
つ
、
俎
案
一
つ
を

置
く
。

殿
の
右
門
に
樽
案
一
つ
を
置
き
、
上
に
樽
・
爵
・
反

（
杯
を
伏
せ
て
置
く
臺
）

を
置
く
。

殿
の
左
第
二
閒
の
側
に
總
裁
の
伏
見
宮
殿
下
の
座
席
を
ひ
と
つ
、
席
の
後
に
總

裁
の
侍
從
の
座
席
を
設
け
、
み
な
西
向
き
と
す
る
。
右
の
第
二
閒
の
側
に
祭
主
の

德
川
公
爵
の
座
席
を
設
け
る
。
こ
れ
は
東
向
き
。

乙　

殿
前
中
庭
席
次

階
段
の
右
に
神
官
席
を
五
列
設
け
る
。
前
一
列
は
神
官
の
總
務
で
、
神
田
義
胤

と
い
い
、
東
京
の
代
々
、
文
學
で
知
ら
れ
た
一
族
の
も
の
。
ひ
と
り
で
一
席
に
坐

す
。
神
官
の
裝
束
は
、五
色
の
紗
の
袍
、前
が
短
く
後
が
長
い
。
烏
紗
の
高
帽
（
立

烏
帽
子
）。
圓
領
で
袖
が
大
き
い
。
板
の
帶
を
締
め
、
草
履
履
き
、
木
の
笏
を
手

に
持
つ
。
の
こ
り
四
列
が
神
官
席
で
、
十
六
人
が
お
り
、
裝
束
は
み
な
總
務
と
同

じ
。次

に
伶
官
（
雅
樂
演
奏
者
）
の
席
を
設
け
る
。
席
數
と
人
數
は
神
官
に
同
じ
。

裝
束
は
紫
色
の
紗
の
袍
に
烏
紗
帽
（
烏
帽
子
）、
後
に
布
を
垂
ら
す
。
そ
の
他
は

神
官
と
同
じ
。
別
に
机
を
設
け
て
羯か

つ

鼓こ

・
太
鼓
・
鉦
鼓
・
篳ひ
ち

篥り
き
・
笛
・
笙
を
列
べ
る
。

西
廊
下
に
は
歌
曲
の
學
生
席
を
設
け
る
。
以
上
の
各
席
は
み
な
東
向
き
。

舞
臺
の
北
側
、
階
段
か
ら
約
一
丈
あ
ま
り
離
れ
て
、
祭
典
參
加
者
の
席
を
分
け
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一
〇
一

て
設
け
る
。
各
席
に
は
高
足
の
立
て
札
を
置
き
、「
來
賓
席
」「
會
員
席
」
と
い
う

區
分
を
書
き
目
印
と
し
た
。
席
は
す
べ
て
北
向
き
。

東
の
席
の
前
列
が
內
閣
總
理
・
內
務
・
宮
內
の
各
大
臣
、
東
京
府
知
事
お
よ
び

市
長
、
次
が
歐
・
米
・
滿
州
、
次
が
朝
鮮
・
琉
球
・
臺
灣
、
そ
の
後
は
會
員
席
。

朝
鮮
は
梁
冠
（
縱
筋
の
あ
る
冠
）
を
か
む
り
、
黑
の
上
衣
に
う
す
紅
色
の
裳
を
着

て
、
綬
を
帶
び
る
。

西
席
の
前
列
が
孔
子
・
顏
子
の
子
孫
、
次
が
北
平
・
上
海
・
山
東
・
河
南
、
そ

の
後
は
會
員
席
。

杏
壇
門
内
の
後
の
廊
下
に
紅
白
幕
を
張
っ
て
、
樂
人
・
舞
人
の
化
粧
場
所
と
す

る
。
別
に
机
を
設
け
て
舞
樂
の
時
の
樂
器
を
置
く
。
舞
臺
の
後
に
は
樂
舞
人
の
座

席
を
設
け
る
。
こ
れ
も
北
向
き
。
こ
の
樂
人
は
舞
樂
の
時
の
演
奏
者
で
、
伶
人
で

は
な
い
。

丙　

祭
典
次
第

一　

會
員
着
席

二　

來
賓
着
席

三　

祭
主
神
官
伶
人
着
席

四  　

總
裁
宮
殿
下
御
着
席　

伏
見
宮
は
宮
禮
服
（
大
禮
服
）
を
着
る
。
軍
服
樣
式

で
、
黑
色
金
縁
、
帽
子
に
は
羽
纓
を
つ
け
な
い
。
二
人
の
先
導
役
が
伏
見
宮
に

先
導
し
、杏
壇
門
か
ら
入
場
。
侍
從
官
二
人
が
左
右
の
後
に
從
い
、舞
臺
を
廻
っ

て
西
側
の
中
央
階
段
か
ら
上
が
っ
て
、
殿
中
の
門
を
進
ん
で
座
に
着
く
。
伏
見

宮
が
到
着
し
た
と
き
に
一
同
起
立
し
、
伏
見
宮
が
着
席
さ
れ
て
か
ら
、
各
自
着

席
す
る
。

五  　

總
務
挨
拶　

祭
主
は
序
列
に
從
っ
て
着
席
し
て
か
ら
、神
官
總
務
が
起
立
し
、

殿
外
の
中
央
階
段
の
下
ま
で
行
き
、
北
向
き
に
登
り
、
腰
を
か
が
め
て
笏
を
懷

に
夾
み
入
れ
、
手
を
合
わ
せ
て
禮
を
し
、
か
し
わ
手
を
二
つ
打
つ
。
祭
典
を
執

行
す
る
す
る
こ
と
を
宣
告
す
る
意
味
で
あ
ろ
う
。終
わ
る
と
ま
た
笏
を
手
に
し
、

各
神
官
に
向
か
っ
て
頭
を
下
げ
て
禮
を
し
、
座
に
な
お
る
。

六  　

總
裁
宮
殿
下
御
受
祓　

神
官
の
座
中
の
一
人
が
起
立
し
、
葉
の
付
い
た
枝

（
榊
）
に
白
い
紙
片
（
紙し

垂で

）
を
加
え
た
も
の
（
玉
串
）
を
手
に
執
り
、
殿
中

の
門
を
入
っ
て
、
總
裁
に
向
か
っ
て
頭
を
下
げ
て
禮
を
す
る
。
總
裁
は
起
立
し

お
祓
い
を
受
け
る
。
一
同
起
立
。
神
官
が
總
裁
の
座
か
ら
約
一
尺
ば
か
り
離
れ

て
、
總
裁
に
向
か
っ
て
輕
く
一
祓
い
す
る
。
そ
れ
か
ら
頭
を
下
げ
て
禮
を
し
て

退
く
。
總
裁
が
席
に
な
お
っ
て
、
一
同
着
席
。

七  　

修
祓　

神
官
が
体
を
轉
じ
て
祭
主
に
向
か
い
、
順
に
禮
を
し
、
お
祓
い
を
先

の
通
り
に
行
う
。
お
祓
い
を
受
け
る
も
の
は
起
立
し
、
終
わ
っ
て
か
ら
席
に
な

お
る
。

八  　

開
扉
奏
樂　

總
務
が
起
立
し
、
各
神
官
と
各
伶
官
に
向
か
い
先
程
と
同
じ
く

頭
を
下
げ
て
禮
を
す
る
。
は
じ
め
て
伶
官
が
奏
樂
。
神
官
中
の
二
人
が
起
立
し
、

恭
し
く
進
ん
で
中
央
の
階
段
下
で
止
る
。
一
人
が
上
に
上
が
っ
て
頭
を
下
げ
、

口
に
警
蹕
の
聲
を
發
す
る
。そ
の
聲
は
段
々
と
大
き
く
な
り
、ま
た
小
さ
く
な
っ

て
終
わ
る
。
ゆ
っ
た
り
と
長
く
延
ば
し
、
ま
る
で
先
拂
い
の
よ
う
で
あ
る
。
い

ま
一
人
は
中
央
の
階
段
か
ら
殿
に
入
り
、
神
龕
の
前
に
來
て
扉
を
開
く
【
厨
子

の
門
を
開
け
る
】。
先
ず
正
龕
、
次
に
左
右
の
龕
。
こ
の
時
、
總
裁
以
下
み
な

起
立
。
扉
を
開
け
終
わ
っ
て
、
神
官
が
殿
中
の
門
か
ら
出
て
、
再
び
中
央
の
階

段
か
ら
下
り
る
。
二
人
が
と
も
に
退
き
座
に
な
お
る
。
總
裁
以
下
、順
に
着
席
。

九　

奠
幣　

奏
樂
が
止
み
、
總
務
が
起
立
し
て
各
神
官
に
向
か
い
禮
を
す
る
。
一
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一
〇
二

人
の
神
官
が

を
捧
げ
て
西
の
廊
下
に
出
、
中
央
の
階
段
か
ら
殿
に
入
り
、

案

の
前
ま
で
來
て

を
押
し
頂
い
て
禮
を
す
る
。

を
案
に
置
い
て
か
ら
退
出
し
座

に
な
お
る
【

は
竹
ひ
ご
製
。
我
が
國
の
作
り
方
と
同
じ
で
あ
る
が
、
短
く
て
蓋

が
あ
る
】。

十　

奠
饌
奏
樂　

總
務
が
起
立
し
、
各
神
官
に
向
か
い
頭
を
下
げ
て
禮
を
す
る
。

各
神
官
は
起
立
し
、
順
に
進
ん
で
階
段
の
上
下
、
殿
の
内
外
に
分
か
れ
て
列
ら
ぶ
。

各
人
、
六
、七
歩
ば
か
り
の
閒
を
空
け
る
。
二
人
ず
つ
東
西
に
向
き
合
い
、
分
か

れ
て
八
列
に
な
る
。
各
自
、
笏
を
持
ち
、
肅
然
と
立
ち
恭
し
く
侍
す
。
總
務
が
起

立
し
、
各
伶
人
に
向
か
っ
て
禮
を
し
て
樂
が
奏
さ
れ
る
。
殿
内
の
神
官
は
尊
案
の

前
に
至
っ
て
、
案
か
ら
爵
を
捧
げ
、
一
つ
一
つ
列
べ
終
わ
る
。
西
廊
下
の
一
人
の

神
官
が
饌
を
捧
げ
出
て
、
中
央
階
段
下
に
來
る
。
饌
を
分
か
れ
て
立
っ
て
い
る
神

官
に
渡
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
手
渡
し
て
中
に
入
れ
、
案
に
列
べ
る
。
み
な
先
に
爵
、

次
が
簠
、
次
が
簋
、
次
が

、
次
が
豆
と
し
、
位
置
を
整
え
る
。
三
度
く
り
か
え

し
て
終
わ
る
。
さ
ら
に
三
つ
の
俎
案
を
進
め
入
れ
、
東
西
に
順
序
通
り
置
く
。
進

め
置
く
こ
と
同
樣
に
し
、
退
出
し
て
座
に
な
お
る
【
簠
は
方
形
で
、
身
が
甁
の
よ

う
に
膨
ら
ん
で
お
り
、
蓋
付
き
。
遠
く
か
ら
は
材
質
が
磁
器
の
よ
う
に
見
え
る
。

古
銅
色
で
、
金
線
の
象
眼
が
一
筋
入
っ
て
い
る
。
簋
は
圓
形
で
身
が
膨
ら
み
蓋
付

き
。
材
質
と
色
あ
い
は
簠
と
全
く
同
じ
。

は
竹
ひ
ご
製
で
、
高
い
脚
が
つ
い
た

盤
の
よ
う
で
あ
る
。
我
が
國
の

に
比
べ
る
と
や
や
扁
平
で
大
き
い
。
黑
い
緣
取

り
が
口
に
あ
る
。
豆
は

と
同
じ
。
ふ
た
つ
は
簠
と
簋
に
添
え
ら
れ
て
い
る
。

と
豆
の
諸
器
の
樣
式
は
同
一
で
、
た
だ
皆
、
黑
色
で
金
線
が
一
筋
入
っ
て
い
る
】。

十
一　

祭
主
祝
詞
捧
讀　

一
同
起
立
。
總
務
が
各
神
官
に
禮
を
し
、
一
人
の
神
官

が
祝
詞
を
捧
げ
て
中
央
の
階
段
か
ら
殿
内
に
入
る
。
總
裁
以
下
み
な
起
立
。
祭
主

が
香
案
の
前
に
至
り
祝
詞
を
受
け
取
り
一
度
、
腰
を
曲
げ
禮
を
す
る
。
祝
詞
を
讀

み
上
げ
終
わ
る
と
、
神
官
が
案
に
置
い
て
退
出
し
、
み
な
座
に
な
お
る
【
祝
詞
は

版
に
結
ば
れ
て
い
る
。
我
が
國
の
祝
版
と
同
じ
だ
が
、
や
や
大
き
い
】。

十
二　

舞
樂　

か
く
し
て
舞
樂
奉
納
。
樂
人
が
先
に
位
置
に
就
く
。
冠
は
か
ぶ
と

の
よ
う
で
あ
る
。
衣
は
圓
領
で
袖
が
廣
く
、
紫
色
。
草
履
を
は
き
、
板
帶
を
し
め

る
。
舞
人
は
四
人
。
色
模
樣
の
衣
を
着
し
、
圓
領
で
廣
い
袖
。
前
が
短
く
後
が
長

く
て
、
地
に
垂
れ
る
こ
と
約
四
、五
尺
。
板
帶
を
し
め
、
烏
紗
の

頭
に
白
纓
。

祭
主
に
同
じ
で
あ
る
が
、
後
の
翅
（
纓
）
は
卷
い
て
お
り
、
垂
ら
さ
な
い
。
兩
耳

の
邊
り
に
髮
翅
（
緌

お
い
か
け）
を
付
け
る
。
白
履
（
白
足
袋
）。
笏
を
手
に
持
つ
。
順
番

に
舞
臺
に
上
が
り
、
向
か
い
合
う
。
樂
が
奏
さ
れ
る
と
笏
を
懷
に
夾
む
。
兩
手
を

つ
か
い
立
っ
て
舞
い
旋
回
し
、「
五
常
樂
」
を
舞
う
。
傳
え
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

唐
の
貞
觀
年
閒
末
、
太
宗
が
作
っ
た
も
の
と
い
う
。「
五
常
」
と
は
仁
・
義
・
禮
・

智
・
信
で
あ
る
。
約
半
時
閒
ば
か
り
で
終
わ
り
、
し
ず
し
ず
と
步
み
か
つ
舞
い
、

順
番
に
退
場
し
て
休
息
所
に
入
り
、
樂
が
止
む
。
少
し
し
て
か
ら
樂
が
ま
た
奏
せ

ら
れ
、「
地
久
」の
樂
と
な
る
。
舞
人
は
四
人
。
服
裝
は
武
士
の
姿
。
假
面
を
付
け
、

彩
ら
れ
て
模
樣
が
あ
り
、
か
ぶ
と
の
よ
う
な
鷄
冠
を
か
む
る
。
衣
は
彩
色
で
繪
模

樣
が
あ
り
、
前
は
と
て
も
短
く
下
着
が
見
え
、
下
部
が
白
地
に
繪
模
樣
が
施
さ
れ
、

ふ
さ
が
あ
っ
て
鎧
の
よ
う
で
あ
る
。
後
は
長
く
地
面
に
着
く
。
帶
を
し
め
て
左
に

短
劍
を
さ
す
。
袴
は
白
地
に
繪
模
樣
。
白
い
靴
に
は
色
布
が
つ
い
て
い
る
。
腿
の

と
こ
ろ
に
房
を
結
ぶ
。
假
面
は
赤
く
、
ほ
お
骨
が
出
て
鼻
が
と
が
っ
て
お
り
、
太

い
眉
毛
に
大
き
な
耳
、
口
は
開
い
て
少
し
髭
が
生
え
て
い
る
。
思
う
に
胡
舞
の
流

れ
を
汲
む
樣
式
で
あ
ろ
う
。
四
人
は
し
ず
し
ず
と
步
み
、順
番
に
舞
臺
に
上
が
り
、

向
か
い
合
っ
て
樣
々
な
舞
い
の
手
を
な
す
。
前
の
よ
り
も
勇
ま
し
く
て
動
き
が
速
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三

い
。
約
半
時
閒
ば
か
り
。
舞
い
か
つ
歩
み
、
舞
臺
を
降
り
て
退
場
し
樂
が
止
む
。

十
三　

總
裁
御
拜
禮　

一
同
起
立
。
總
務
が
各
神
官
に
向
か
っ
て
禮
。
神
官
の
一

人
が
中
央
の
階
段
か
ら
殿
内
に
入
り
、
總
裁
に
向
か
い
、
頭
を
垂
れ
て
禮
を
し
、

御
拜
禮
を
願
う
。
そ
こ
で
總
裁
は
香
案
の
前
に
進
み
出
て
、
三
度
腰
を
曲
げ
、
禮

を
す
る
。
禮
が
終
わ
る
と
座
に
な
お
り
、
一
同
み
な
着
席
。

十
四　

孔
・
顏
後
裔
參
拜　

會
員
の
一
人
が
起
立
し
、
階
前
に
進
み
出
て
、
宣
言

し
て
孔
・
顏
後
裔
に
中
に
入
っ
て
拜
禮
す
る
よ
う
に
願
う
。
二
氏
の
後
裔
は
相
前

後
し
て
中
央
階
段
か
ら
殿
内
に
入
り
、
香
案
の
前
に
來
て
三
度
腰
を
曲
げ
て
禮
を

し
、
終
わ
っ
て
退
き
、
ま
た
座
に
な
お
る
。

十
五　

孔
子
頌
德
歌
合
唱　

會
員
の
一
人
が
起
立
し
、「
孔
子
頌
德
歌
を
合
唱

云
々
」
と
述
べ
、
一
同
起
立
。
西
の
廊
下
か
ら
歌
い
出
さ
れ
、
皆
で
四
番
ま
で
合

唱
。日
本
が
孔
子
の
敎
え
で
振
興
し
た
こ
と
を
述
べ
た
内
容
で
あ
る
。歌
い
終
わ
っ

て
ま
た
着
席
。

十
六　

文
部
大
臣
式
辭　

會
員
の
一
人
が
文
部
大
臣
に
禮
を
す
る
。
文
部
大
臣
が

席
を
立
ち
、
一
同
起
立
。
文
部
大
臣
は
中
央
階
段
下
に
至
り
、
西
に
向
か
っ
て
式

辭
を
讀
み
上
げ
る
。
終
わ
っ
て
席
に
戾
り
、
全
員
着
席
。

十
七　

來
賓
祝
辭　

會
員
の
一
人
が
起
立
し
、
來
賓
の
祝
辭
を
御
願
い
す
る
と
述

べ
る
。
そ
こ
で
内
閣
總
理
・
宮
内
省
・
內
務
省
の
三
大
臣
、
東
京
府
知
事
お
よ
び

市
長
が
次
々
に
席
を
立
っ
て
祝
辭
を
述
べ
、
終
わ
っ
て
席
に
戾
り
着
席
。

十
八　

撒
饌　

總
務
が
起
立
。
各
神
官
お
よ
び
伶
人
に
禮
を
し
、樂
が
奏
さ
れ
る
。

二
人
の
神
官
が
起
立
し
、
左
右
に
分
か
れ
て
進
み
、
中
央
の
階
段
か
ら
殿
內
に
入

り
、
饌
案
ま
で
至
っ
て
左
右
に
分
か
れ
、
向
か
い
合
っ
て
頭
を
垂
れ
て
禮
を
し
、

そ
こ
で
先
ず
正
位
か
ら
、
次
い
で
東
西
の
配
位
の
お
供
え
物
を
下
げ
る
。
終
わ
っ

て
退
き
、
席
に
な
お
る
。

十
九　

撒
幣　

總
務
が
起
立
し
、
神
官
に
向
か
い
禮
。
一
人
の
神
官
が
起
立
し
、

中
央
階
段
か
ら
殿
內
に
入
り
、

案
の
前
に
至
り
腰
を
曲
げ
て
禮
を
す
る
。

を

恭
し
く
捧
げ
て
退
く
。
西
の
廊
下
に
出
て
神
官
に
授
け
渡
し
終
わ
り
、
座
に
な
お

る
。
樂
が
止
む
。

二
十　

閉
扉　

一
同
起
立
。
總
務
が
各
神
官
、
各
伶
人
に
禮
。
樂
が
奏
さ
れ
、
神

官
が
ま
ず
一
人
中
央
の
階
段
下
に
至
り
、
上
に
上
が
っ
て
頭
を
垂
れ
、
前
と
同
樣

に
警
蹕
の
聲
を
發
す
る
。
ま
た
一
人
が
中
央
階
段
か
ら
殿
內
に
入
り
、
正
位
の
神

龕
に
至
り
、
頭
を
垂
れ
て
禮
を
し
、
恭
し
く
扉
を
合
わ
せ
る
。
次
に
東
西
の
扉
も

合
わ
せ
る
。
閉
め
終
わ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
退
き
座
に
な
お
り
、
一
同
着
席
し
、
樂

が
止
む
。

二
十
一　

祭
典
部
長
挨
拶　

祭
典
部
長
が
中
央
階
段
下
に
至
り
、
頭
を
垂
れ
て
挨

拶
を
述
べ
、
祭
典
の
終
了
を
告
げ
終
わ
り
、
席
に
な
お
る
。

二
十
二　

總
裁
御
退
下　

總
裁
の
侍
從
が
立
ち
上
が
り
、總
裁
の
ご
歸
還
を
願
う
。

一
同
起
立
。
總
裁
が
席
を
離
れ
、
殿
の
中
門
を
出
る
。
會
員
二
人
が
階
段
下
に
控

え
て
先
導
。
舞
臺
の
東
か
ら
杏
壇
門
を
出
て
退
場
。

二
十
三　

祭
主
・
祭
官
・
伶
人
の
退
出
、
來
賓
の
退
出
、
會
員
の
退
出　

祭
典
參

加
者
が
順
序
に
從
い
退
出
。
杏
壇
門
の
外
で
、
數
人
の
接
待
役
が
お
供
え
物
の
饅

頭
二
個
を
銘
々
に
渡
す
。
古
く
か
ら
の
習
わ
し
と
し
て
の
品
で
あ
る
。

考
え
る
に
、
我
が
國
の
孔
子
祭
は
漢
代
に
始
ま
り
、
歷
代
崇
敬
が
厚
く
な
り
、

典
禮
が
極
め
て
盛
大
に
な
っ
た
。
事
は
『
會
典
』
の
諸
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

宣
統
末
、
ふ
た
た
び
大
祭
に
昇
格
し
、
民
國
初
は
、
こ
れ
を
繼
承
し
て
少
し
改
め

る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
が
【
服
制
と
禮
樂
の
歌
詞
に
つ
い
て
は
專
門
の
書
籍
が
あ



董
康
『
書
舶
庸
譚
』
九
卷
本
譯
注
（
七
）

一
〇
四

る
】、
每
年
中
止
し
な
か
っ
た
。
國
民
政
府
が
樹
立
し
て
、
こ
の
儀
禮
が
つ
い
に

廢
止
さ
れ
た
。
昨
年
秋
、
政
府
は
祭
典
復
活
を
命
じ
た
が
、
そ
の
儀
式
は
舊
來
の

や
り
か
た
で
は
な
か
っ
た
。
日
本
は
每
年
、
孔
子
を
祭
っ
て
い
る
が
、
以
前
は
樂

舞
が
な
か
っ
た
。
去
年
の
夏
に
北
京
に
人
を
派
遣
し
て
、
我
が
國
の
昔
の
樂
舞
を

調
査
さ
せ
、
模
倣
し
よ
う
と
し
た
。
だ
が
一
朝
一
夕
に
は
で
き
な
い
の
で
、
實
行

さ
れ
な
か
っ
た
。
今
回
、
用
い
ら
れ
た
の
は
宮
中
の
大
朝
會
の
樂
舞
で
あ
っ
た
。

思
う
に
古
代
の
樂
器
で
考
え
う
る
も
の
は
、
鐘
【
應
鐘
・
鎛
鐘
・
編
鐘
な
ど
の
金

屬
類
】・
磬け

い

【
ま
た
編
磬
、
石
の
類
】・
琴
瑟
【
絲
の
類
】・
排
簫
と
ち

【
竹
の
類
】・

笙
【
匏ひ
さ
ご
の
類
】・
け
ん

【
土
の
類
】・
だ

鼓
と
鼗と
う

鼓
【
革
の
類
】・
ぎ
よ
し
ゆ
く【
木
の
類
】

の
い
わ
ゆ
る
八
音
の
み
で
あ
る
。
漢
代
以
降
、
西
域
の
音
樂
が
中
國
に
入
っ
て
來

る
こ
と
が
日
增
し
に
多
く
な
り
、
唐
代
が
も
っ
と
も
甚
だ
し
く
、
か
く
し
て
古
代

樂
器
が
消
滅
し
た
【
箏
・
琵
琶
・
三
絃
・
胡
琴
・
管
篳
篥
・
方
響
・
羯
鼓
・
鉦
鼓
・

鈴
・
雲
鑼
・
喇
叭
な
ど
は
詳
記
す
る
に
及
ば
な
い
。
あ
る
も
の
は
軍
中
に
用
い
、

あ
る
い
は
西
域
か
ら
傳
來
し
、
み
な
古
代
の
樂
器
で
は
な
い
】。
孔
子
を
祭
る
よ

う
に
な
っ
て
、
古
代
樂
器
に
よ
る
八
佾
の
舞
い
を
用
い
る
こ
と
が
議
論
さ
れ
、
そ

こ
で
孔
子
祭
の
中
に
一
、二
が
殘
存
し
、
歷
代
、
等
し
く
そ
の
制
度
に
從
っ
た
。

し
か
し
瑟
と

・
排
簫
は
用
い
方
が
す
で
に
不
明
で
あ
っ
た
【
歷
代
の
朝
會
の
大

樂
は
そ
れ
ぞ
れ
新
舊
入
れ
替
わ
り
が
あ
り
、
ま
た
古
代
の
樂
器
で
は
な
い
】。
日

本
の
樂
人
と
舞
人
は
、
代
々
受
け
繼
が
れ
て
お
り
、
新
舊
入
れ
替
わ
る
こ
と
が
な

い
。だ
か
ら
今
日
見
る
樂
舞
は
唐
代
以
來
、古
く
傳
え
ら
れ
た
樣
式
で
あ
る
と
い
っ

て
も
、
信
じ
て
よ
い
こ
と
に
な
る
。

（
1
）「
日
本
の
孔
子
廟
」
に
つ
い
て
の
記
載
は
、
中
山
久
四
郞
編
『
日
本
現
存
文
廟
』（
財

團
法
人
斯
文
會
、一
九
三
五
年
四
月
一
日
）
に
依
據
し
た
と
思
わ
れ
る
。「
岡
谷
縣
」
は
、

こ
の
書
の
誤
植
を
襲
う
も
の
で
あ
る
が
、
他
の
「
マ
マ
」
と
附
し
た
「
陵
」「
山
」
字

は
『
書
舶
庸
譚
』
の
誤
り
。

（
2
）
北
宋
初
の
宰
相
の
趙
普
が
『
論
語
』
し
か
讀
ん
で
い
な
い
と
言
わ
れ
て
い
た
の
で
、

こ
れ
を
太
宗
皇
帝
が
問
い
た
だ
す
と
、
趙
普
は
、
そ
の
通
り
で
あ
り
、
昔
そ
の
半
分
で

太
祖
を
補
佐
し
て
天
下
を
平
定
し
、
今
は
そ
の
半
分
で
陛
下
を
補
佐
し
て
太
平
の
世
に

成
し
遂
げ
た
い
と
答
え
た
と
い
う
故
事
（『
鶴
林
玉
露
』）。
儒
家
思
想
が
統
治
の
重
要

理
論
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

（
3
）
原
文
は
「
三
代
以
前
之
禍
」
と
あ
る
が
、「
以
前
」
は
「
以
後
」
の
誤
り
と
思
わ
れ
る
。

「
洪
水
の
猛
烈
さ
」
と
譯
し
た
原
文
は
「

猛
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
民
國
二
十
年

（
一
九
三
一
）
の
長
江
・
淮
水
の
大
洪
水
が
意
識
さ
れ
て
い
よ
う
。

五
月
一
日
【
陰
暦
三
月
二
十
九
日
】

晴
れ
。
内
閣
總
理
の
岡
田
〔
啓
介
〕・
外
務
の
廣
田
〔
弘
毅
〕・
文
部
の
松
田
〔
源

治
〕の
三
大
臣
に
よ
る
總
理
官
邸
で
の
午
餐
會
が
あ
る
が
、私
は
面
倒
な
の
で
斷
っ

た
。
心
如
も
行
か
な
い
。
二
時
頃
、
齋
藤
が
來
て
、
私
と
心
如
を
東
方
文
化
研
究

會
（
東
方
文
化
學
院
東
京
研
究
所
）
の
茶
話
會
に
案
內
す
る
。
服
部
〔
宇
之
吉
〕

會
長
（
所
長
）
が
私
た
ち
を
研
究
室
に
案
內
し
て
く
れ
る
。
近
年
の
玻
璃
版
覆
印

の
古
書
が
甚
だ
多
く
展
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
某
博
士
が
化
學
檢
査
法
で
、
戰
國

以
前
の
刀
幣
の
銅
の
質
に
つ
い
て
調
べ
、
そ
の
時
代
を
斷
定
し
た
。
齊
の
各
種
刀

幣
の
ご
と
き
は
田
齊
時
代
の
物
と
認
め
た
の
で
、
私
た
ち
の
鑑
定
と
吻
合
す
る
。

ま
た
「
唐
過
所
」
一
卷
は
、
京
都
（
正
し
く
は
滋
賀
）
の
琵
琶
湖
三
井
寺
に
舊マ

マ蔵

（
正
し
く
は
現
藏
）
さ
れ
た
も
の（

1
）。
そ
れ
が
唐
代
の
制
度
に
關
係
す
る
の
で
、
文

言
を
筆
錄
し
よ
う
と
思
っ
た
が
、
服
部
博
士
が
別
の
一
卷
を
贈
呈
し
て
く
だ
さ
っ

た
。
大
き
な
寶
玉
を
得
た
に
等
し
い
。

案
ず
る
に
、
過
所
は
ま
た
の
名
を
傳
と
い
い
、
現
在
の
護
照
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
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一
〇
五

で
あ
る
。『
漢
書
』
文
帝
紀
の
十
二
年
春
に
「
三
月
、
關
を
除
い
て
は
傳
を
用
ふ

る
こ
と
無
し
」
と
あ
り
、
注
に
「
張
晏
曰
く
、『
傳
は
信
な
り
。
今
の
過
所
の
若ご
と

き
な
り
』
と
。
如
淳
曰
く
、『
兩
行
、
繒
帛
（
絹
布
）
に
書
し
、
分
か
ち
て
其
の

一
を
持
ち
、
關
に
出
入
す
れ
ば
、
之
を
合
は
し
て
乃
ち
過
ぐ
る
を
得
。
之
を
傳
と

謂
ふ
な
り
』
と
。
李
奇
曰
く
、『
傳
は
棨
な
り
』
と
。
師
古
曰
く
、『
張
說
是
な
り
。

古
者
或
い
は
棨
を
用
ひ
、
或
い
は
繒
帛
を
用
ふ
。
棨
は
、
木
を
刻
し
て
合
符
と
爲

す
な
り
』
と
」。
と
あ
る
。『
後
漢
書
』
光
武
帝
紀
の
建
武
十
二マ

マ

〔
三
〕
年
春
正
月

に
「
戊
子
、
詔
し
て
曰
く
、『
往
年
、
已
に
郡
國
に
敕
し
、
異
味
は
獻
御
す
る
所

有
る
を
得
ざ
ら
し
む
る
に
、今
猶
ほ
未
だ
止
ま
ず
。
徒た

だ

に
豫
養（
獻
上
前
の
飼
育
）、

導
擇
（
選
擇
）
の
勞
有
る
の
み
に
は
非
ず
、
乃
ち
道
上
を
煩
擾
し
、
過
所
を
疲
費

す
る
に
至
る
。
其
れ
太
官
に
令
し
て
復
た
受
く
る
こ
と
勿
か
ら
し
め
よ
』と
あ
る
。

『
古
今
注
』（
卷
下
）
に
「
凡
そ
傳
は
皆
木
を
以
て
之
を
爲つ

く

る
。
長
さ
五
寸
、
符
信

を
上
に
書
す
。
又
一
板
を
以
て
之
を
封
す
。
皆
、封
す
る
に
御
史
の
印
章
を
用
ふ
。

信
を
爲
す
所
以
な
り
。
如
今
の
過
所
な
り
」
と
。
す
な
わ
ち
唐
代
も
ま
た
漢
魏
の

舊
稱
に
從
っ
た
の
で
あ
る
。
木
あ
る
い
は
繒
帛
あ
る
い
は
紙
を
用
い
る
こ
と
に
違

い
が
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。『
唐
律
』
衞
禁
下
の
「
不
應
度
關
（
應ま

さ

に
關
を
度わ
た

る
べ

か
ら
ず
）」
條
に
「
應
に
關
を
度
る
べ
か
ら
ざ
る
に
過
所
を
給
す
る
、或
い
は
（『
唐

律
』
原
文
は
「
若
し
く
は
」）〔
名
を
〕
冒
し
て
過
所
を
請
ふ
」
等
の
罪
名
が
あ
る
。

ま
た
「
私
度
關
（
私ひ

そ
かに
關
を
度
る
）」
條
の
「
疏
議
」
に
「
水
陸
等
の
關
、
兩
處

に
各

お
の
お
の

門
禁
有
り
。
行
人
の
往
來
に
は
、
皆
公
文
有
り
。
驛
使
驗
符
券
・
傳
送
據

遞
牒
と
謂
ふ
。
軍
防
、丁
夫
に
は
總
曆
有
り
。
自
餘
に
は
各
過
所
を
請
ひ
て
度
る
」

と
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
こ
う
し
た
類
の
公
文
書
の
名
稱
は
一
定
し
な
い
。
過
所
は
一

般
人
民
に
發
給
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
資
料
を
得
て
、
唐
代
の
書
式
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
。「
過
所
」
に
越
州
都
督
府
の
印
が
あ
る
。
篆
文
朱
印
が
二
つ
。
殘

り
の
三
印
は
不
鮮
明
。
原
文
を
後
に
錄
す
（
省
略
）。
茶
話
會
が
終
わ
り
、
仁
井

田
〔
陞
〕
が
客
を
圖
書
樓
に
案
内
す
る
。
五
時
頃
、
宿
に
戾
る
。
晩
に
文
求
堂
に

行
く
。
田
中
が
私
た
ち
、
お
よ
び
乾
郞
・
震
二
を
連
れ
、
天
滿
佐
に
行
き
小
宴
を

開
い
て
く
れ
る
。
料
理
は
天
ぷ
ら
が
有
名
。
こ
の
一
品
は
「
食
前
方
丈
（『
孟
子
』

盡
心
下
。
一
丈
四
方
を
料
理
で
滿
た
す
と
い
う
意
）」
よ
り
も
す
ば
ら
し
い
。

（
1
）
三
井
寺
所
藏
の
「
過
所
」
は
、
入
唐
僧
の
智
證
大
師
圓
珍
が
受
け
た
も
の
で
あ
り
、

現
在
、
國
寶
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
十
年
三
月
に
東
方
文
化
學
院
か
ら
「
東
方
文

化
叢
書
第
七
」
と
し
て
影
印
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
内
藤
湖
南
の
論
文
「
三
井
寺
所
藏
の

唐
過
所
に
就
て
」
を
「
國
寶
唐
過
所
解
說
」
と
解
題
し
て
附
錄
し
て
い
る
。
な
お
過
所

に
關
す
る
近
年
の
論
文
に
礪
波
護
氏
「
唐
代
の
過
所
と
公
驗
」（『
中
國
中
世
の
文
物
』

京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所
、
一
九
九
三
年
三
月
。
ま
た
同
氏
『
隋
唐
佛
敎
文
物
史
論

考
』
法
藏
館
、
二
〇
一
六
年
四
月
收
錄
）
が
あ
り
、
三
井
寺
の
過
所
も
錄
文
を
附
し
て

論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

二
日

晴
れ
。
早
朝
、
心
如
は
團
體
に
付
き
從
い
新
宿
御
苑
を
參
觀
す
る（

1
）。
私
は
我
が

國
の
最
高
法
院
が
以
前
の
大
理
と
變
更
が
多
い
の
で
、
こ
ち
ら
の
大
審
院
の
訴
訟

の
順
序
を
參
考
し
、
歸
國
し
て
か
ら
當
局
に
建
議
し
よ
う
と
思
う
。
昨
日
、
村
上

君
を
通
じ
て
和
仁
〔
貞
吉
〕
院
長
と
今
日
、
面
會
す
る
約
束
を
と
り
つ
け
た
。
九

時
頃
、
村
上
・
田
中
・
高
錫
昌
・
張
莊
伯
の
四
君
が
前
後
し
て
宿
に
訪
れ
る
。
と

も
に
院
に
向
か
う
。
ま
ず
林
〔
賴
三
郞
〕
檢
事
總
長
を
訪
ね
、
院
長
室
に
案
内
さ

れ
る
。
民
事
の
池
田
〔
寅
二
郞
〕
部
長
、刑
事
の
泉も

と

二じ

〔
新し

ん
く
ま熊

〕
部
長
と
も
會
う
。

池
田
君
は
、
民
國
五
、六
年
（
一
九
一
六
、七
）
の
閒
、
前
司
法
大
臣
の
小
山
〔
松



董
康
『
書
舶
庸
譚
』
九
卷
本
譯
注
（
七
）

一
〇
六

吉
〕
君
と
共
に
北
京
に
出
向
い
て
司
法
調
査
を
行
っ
た
際
に
知
り
合
っ
た
。
泉
二

君
は
こ
ち
ら
の
刑
法
の
大
家
で
あ
る
。
約
二
時
閒
、
談
話
。
ま
た
案
内
さ
れ
て
民

事
・
刑
事
の
兩
部
門
の
裁
判
を
見
學
。
日
本
の
訴
訟
の
順
序
は
、か
つ
て
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
倣
っ
て
い
た
が
、
習
慣
と
食
い
違
う
こ
と
が
多
か
っ
た
。
近
年
で
は
判
事
の

水
準
が
日
增
し
に
向
上
し
、
訴
訟
法
は
改
革
が
勵
行
さ
れ
、
と
り
わ
け
職
權
調
査

の
重
視
が
進
展
し
た
。
大
審
院
全
體
で
判
事
が
四
十
五
名
い
る
。
民
事
は
五
部
門
、

刑
事
は
四
部
門
。
檢
事
の
人
數
枠
は
十
三
人
が
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
は
九

人
の
み
で
あ
る
。
こ
こ
に
談
話
の
内
容
を
お
お
よ
そ
以
下
の
通
り
に
分
け
て
記
し

て
お
く
。

一　

民
事
で
は
審
理
を
更
新
す
る
こ
と
が
、
最
も
進
行
の
妨
げ
に
な
る
。
も
し

主
任
が
互
い
に
休
暇
を
申
し
出
る
と
、
全
く
終
結
の
目
處
が
た
た
な
い
。
そ
れ
ゆ

え
新
民
事
訴
訟
で
は
準
備
の
順
序
を
重
視
し
た
。
お
よ
そ
大
審
院
に
上
訴
す
る
場

合
、
ま
ず
命
令
を
受
け
た
判
事
が
、
證
據
を
調
査
し
て
記
錄
を
作
成
し
、
法
廷
に

提
出
し
て
審
理
す
る
。
も
し
主
任
が
交
代
す
れ
ば
、
後
任
が
記
錄
に
基
づ
き
、
繼

續
し
て
進
行
し
、時
閒
を
無
駄
に
し
て
當
事
者
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
を
避
け
る
。

二　

統
計
に
よ
る
と
刑
事
訴
訟
は
、
全
國
で
約
二
十
五
萬
件
あ
り
、
本
院
に
上
訴

さ
れ
る
も
の
は
僅
か
に
そ
の
百
分
の
一
で
あ
る
。
檢
事
が
訴
訟
を
受
理
、
審
議
す

る
と
、
侖
時
に
院
に
送
る
。
意
見
書
の
提
出
期
限
は
三
十
五
日
以
內
。
判
決
期
閒

は
五
十
日
を
越
え
て
は
な
ら
な
い
。
も
し
上
訴
に
理
由
が
な
い
場
合
、
相
手
方
の

答
辯
を
待
た
ず
、す
ぐ
に
却
下
す
る
。
審
理
の
形
式
に
つ
い
て
。
開
廷
は
定
期
的
。

先
ず
檢
事
に
よ
る
論
吿
、
次
に
辯
護
人
の
辯
護
が
な
さ
れ
る
。
裁
判
長
が
辯
論
は

終
結
し
た
の
で
、
某
日
の
宣
吿
を
待
て
と
い
う
。
法
律
審
を
原
則
と
す
る
け
れ
ど

も
、
刑
事
訴
訟
法
四
一
二
か
ら
四
一
四
の
情
況
も
あ
る（

2
）。
た
と
え
ば
量
刑
不
當

お
よ
び
重
大
な
錯
誤
の
類
に
は
、
事
實
審
の
權
利
が
あ
る
。
毎
年
、
約
四
十
餘
件

存
在
す
る
。
こ
の
項
目
の
立
法
は
、
そ
の
例
が
ど
こ
の
國
か
ら
始
ま
っ
た
か
證
明

で
き
な
い
。
し
か
し
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
新
法
律
案
は
事
實
を
重
視
し
て
お
り
、

一
致
し
た
趨
勢
で
あ
る
。
死
刑
犯
の
數
は
日
々
に
減
少
を
見
、
每
年
、
僅
か
に
十

人
の
目
安
で
あ
る
。
す
で
に
正
午
を
過
ぎ
た
の
で
、
失
禮
す
る
。
蔣
雨
岩
公
使
の

宴
會
に
赴
く
。
心
如
が
後
に
續
い
て
到
着
す
る
。
約
二
十
人
餘
り
が
同
席
。
蔣
百

里
と
も
會
う
。
山
形
旅
館
に
暫
く
逗
留
し
、
近
日
、
熱
海
に
行
く
と
の
こ
と
。
雨

岩
が
寫
眞
師
を
呼
び
記
念
撮
影
。
四
時
頃
、
百
里
が
私
逹
と
一
緖
に
宿
に
戾
り
、

少
し
話
し
て
か
ら
歸
る
。

附
錄　

開
廷
槪
略

昭
和
十
年
五
月
二
日
木
曜　

開
廷　

三
號
法
廷

大
審
院
第
一
刑
事
部

裁
判
長
判
事　
　
　

泉
二
新
熊

判
事　
　
　

日
高
要
次
郞

判
事　
　
　

遠
藤　

誠

判
事　
　
　

植
月
愛
明

判
事　
　
　

稻
田　

競

檢
事　
　
　

秋
山　

要

裁
判
所
書
記　
　
　

鈴
木
英
吉

一　

強
盜
殺
人
、
強
盜
強
姦
被
告
事
件

上
告
人　

一
被
吿
人　

X

二　

同　
　

Y

辯
護
人　

官
選　
　
　

島
田
伊
織



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
號

一
〇
七

第
一
審　

甲
府
地
方
裁
判
所

第
二
審　

東
京
控
訴
院

事
件
の
概
要

被
告
ら
は
、
昭
和
九
年
九
月
三
日
午
前
二
時
半
頃
、
山
梨
縣
北
都
留
郡
大
月
町

字
駒
橋（

3
）に
お
い
て
、
Z
に
對
す
る
助
產
の
依
賴
と
騙
り
、
そ
の
金
錢
を
強
奪
す

る
思
い
を
起
こ
し
、
そ
の
所
持
金
を
借
ら
ん
と
し
、
前
後
よ
り
共
同
し
て
該
女
を

強
姦
し
、
彼
女
を
殺
害
す
。

（
1
）『
儒
道
大
會
誌
』
頁
八
六
に
「
新
宿
御
苑
拜
觀
」
の
一
文
が
あ
り
、
參
觀
者
の
芳
名

錄
に
董
康
が
見
え
る
。
陶
心
如
は
董
康
の
代
理
で
參
加
し
た
も
の
か
。

（
2
）
原
文
「
刑
訴
四
一
二
至
四
一
四
之
情
形
」。
こ
れ
は
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
五

月
五
日
發
布
の
「
刑
事
訴
訟
法
」
の
第
四
一
二
條
か
ら
第
四
一
四
條
を
指
す
。
例
え
ば

第
四
一
二
條
に
は
「
刑
ノ
量
定
甚
シ
ク
不
當
ナ
リ
ト
思
料
ス
ヘ
キ
顯
著
ナ
ル
事
由
ア
ル

ト
キ
ハ
之
ヲ
上
吿
ノ
理
由
ト
爲
ス
コ
ト
ヲ
得
」
と
あ
る
。

（
3
）「
強
盜
殺
人
強
盜
強
姦
被
告
事
件
」（
大
審
院
昭
和
十
年
（
れ
）
第
三
二
〇
號
）
の

判
決
文
「
事
實
」
に
よ
れ
ば
、「
駒
橋
」
は
被
害
者
の
住
所
で
あ
り
、
事
件
現
場
は
「
大

月
町
川
久
保
地
區
ナ
ル
淺
利
橋
ヲ
東
ニ
距
ル
約
九
閒
ノ
箇
所
」
で
あ
っ
た
。

三
日

晴
れ
。
九
時
頃
、
村
上
君
來
た
る
。
私
と
心
如
と
と
も
に
外
務
省
に
行
き
、
文
化

事
業
部
長
の
岡
田
〔
抒
一
〕
お
よ
び
駐
華
公
使
の
有
吉
〔
明
〕
を
訪
ね
る
が
、
い

ず
れ
も
會
え
な
か
っ
た
。
歸
途
、
舊
友
を
訪
問
。
松
本
烝
治
お
よ
び
前
司
法
大
臣

の
小
山
松
吉
【
現
任
、
法
政
大
學
總
長
】
に
會
見
す
る
。
午
後
二
時
、
張
・
高
二

君
來
訪
。
私
逹
を
上
野
公
園
の
動
物
園
に
誘
い
、
麒
麟
を
見
る
。
つ
い
で
德
川
氏

の
〔
上
野
〕
東
照
宮
に
行
く
。
透
塀
は
彫
刻
で
裝
飾
さ
れ
、
鐵
の
網
で
覆
れ
て
い

た
。
三
百
年
前
の
も
の
で
あ
る
の
で
、
國
寶
と
し
て
見
る
。
さ
ら
に
不
忍
池
に
遊

ん
だ
。
五
時
頃
、
文
求
堂
に
出
向
き
し
ば
ら
く
腰
か
け
る
。
田
中
と
共
に
張
・
高

二
君
の
鉢
の
木
の
招
宴
に
應
じ
る
。
こ
こ
は
當
地
の
有
名
な
フ
ラ
ン
ス
料
理
店
で

あ
る
。
公
使
館
の
二
人
の
孫
氏
（
伯
醇
・
孟
超
）
が
同
席
し
、
な
ご
や
か
に
笑
談
。

伯
純
（
伯
醇
）
が
「
日
本
は
漢
文
を
古
く
よ
り
用
い
て
い
る
が
、
そ
の
本
來
の
意

味
を
い
つ
も
失
っ
て
い
る
。日
本
人
甲
が
中
國
人
乙
と
筆
談
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

乙
が
初
め
て
來
日
し
た
の
で
、
近
況
見
舞
い
と
し
て
『
近
ご
ろ
、
あ
な
た
は
寂
し

く
あ
り
ま
せ
ん
か
』
と
い
う
の
に
、「
寂
し
い
」
を
「
淋
し
い
」
と
書
い
た
。
乙

は
大
變
に
驚
き
、自
分
が
淋
病
で
は
な
い
か
と
警
視
廳
が
偵
察
し
て
い
る
と
疑
い
、

こ
の
こ
と
を
人
に
吿
げ
る
と
、
お
笑
い
種
に
な
っ
た
」
と
話
し
た
。
私
は
、「
こ

れ
に
は
出
典
が
あ
る
。
昔
、明
皇
（
唐
の
玄
宗
皇
帝
）
が
蜀
道
で
鈴
の
音
を
聞
き
、

後
の
人
が
『
雨
淋
鈴
』
の
曲
を
作
っ
た（

1
）。
そ
の
靜
寂
さ
が
一
層
深
く
沈
ん
だ
胸

中
に
し
み
入
っ
た
の
で
、心
境
が
「
寂
」
字
を
用
い
る
よ
り
も
甚
だ
よ
く
表
れ
た
。

こ
れ
に
基
づ
く
こ
と
は
疑
い
な
い
。
い
ま
本
鄕
區
に
淒マ

マ

（
妻
）
戀
食
堂
が
あ
る
。

こ
の
名
も
日
本
武
尊
と
橘
媛
の
故
事（

2
）に
由
來
し
て
お
り
、
そ
の
人
を
尊
崇
す
る

こ
と
に
因
ん
で
お
り
、
字
義
が
ど
う
で
あ
る
か
は
問
題
に
し
て
い
な
い
」
と
言
っ

た
。

（
1
）「
雨
淋
鈴
」
は
、
ま
た
「
雨
霖
鈴
」
と
も
い
う
。
唐
の
玄
宗
皇
帝
は
、
楊
貴
妃
を
死

な
せ
た
後
、
蜀
に
逃
れ
行
く
途
中
に
長
雨
に
遭
い
、
棧
道
で
鈴
の
音
色
が
山
閒
に
こ
だ

ま
す
る
の
を
聞
い
て
貴
妃
を
悼
み
、
そ
の
音
か
ら
「
雨
霖
鈴
」
曲
を
作
り
、
恨
み
の
思

い
を
託
し
た
（
唐
の
鄭
處
晦
『
明
皇
雜
錄
補
遺
』）。

（
2
）「
日
本
武
尊
と
橘
媛
の
故
事
」
は
、本
卷
四
月
二
十
四
日
條
の
「
游
仙
詩
」
其
四
參
照
。



董
康
『
書
舶
庸
譚
』
九
卷
本
譯
注
（
七
）

一
〇
八

四
日

晴
れ
。
早
朝
、
心
如
は
乾
郞
と
江
ノ
島
、
鎌
倉
に
旅
行
に
出
か
け
、
夕
暮
れ
に
よ

う
や
く
歸
る
。
見
尾
が
來
訪
、
孔
子
頌
を
書
く
こ
と
を
依
賴
し
、
石
印
で
印
刷
す

る
つ
も
り
で
あ
る
。
黄
公
渚（

1
）に
郵
便
を
送
り
代
作
を
願
う
。
公
渚
の
文
才
は
私

の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
。

聖
德
頌

歳
、
乙
亥
に
在
り
て
、
日
本
東
京
の
湯
島
聖
堂
落
成
す
。
僉み

な

吾
が
中
土
を
以

て
至
聖
（
孔
子
）
誕お
ほ
いな
る
靈
の
在
る
所
と
爲
し
、
先
に
禮
の
肅
な
る
を
期
す
。
聖

裔
の
代
表
及
び
南
北
の
耆き

碩せ
き

、
東
渡
し
て
禮
を
觀
る
は
、
甚
だ
盛
事
な
り
。
伏
し

て
念
ふ
に
、
素
王
（
孔
子
）、
命
を
受
け
端
を
履
む
太
極
の
初
、
玄
靈
、
符
を
開

き
敎
え
を
敷
く
大
同
の
旨
。
六
經
を
刪
訂
し
、
百
世
に
垂
範
す
。
橫
目
（
民
衆
）

冒ば
う
じ

（
鬢
と
頬
髭
が
連
な
っ
て
い
る
こ
と
。
西
域
人
）
の
倫た
ぐ
ひ、
蝟ゐ

動ど
う

跂き

行か
う

の

屬と
も
が
ら（
2
）、

謳
こ
ひ
ね
がひ
て
鏡
を
仰
が
ん
こ
と
を
思
ひ
、
餐
し
て
休
德
を
佩
せ
ざ
る
は
罔な

し
。

矧い
は

ん
や
乃
ち
震
方
（
東
方
）
國
を
啓
き
て
、
誼
み
は
同
文
に
屬
し
、
叔
世
（
末
世
）

儒
を
崇
び
て
、
功
は
返
樸
を
存
す
。
丹
漆
を
執
り
て
以
て
南
行
し（

3
）、
元
風
（
大

い
な
る
風
氣
）
の
東
漸
を
優
と
す
。
肅し

ゅ
く
よ
うな
る
（
恭
し
い
）
獻
享
（
お
供
え
物
）、

禮
亦
た
之
に
宜
し
。
康
、
湖
海
（
在
野
）
の
餘
生
に
て
、
幸
ひ
に
賓
列
に
預
る
。

榱す
い

甍ば
う

の
せ
き

奕え
き

た
る
（
ま
ば
ゆ
い
さ
ま
）
を
瞻み

、
堂
廡
の
赫
た
る
（
明
か
な
）
こ
と

有
る
を
仰
ぐ
。
擎さ

さ

げひ
ざ
ま
づきつ
つ
しみ
を
修
め
、
大
樂
具つ
ぶ

さ
に
擧
が
る
。
敬
ひ
て
頌
を
爲つ
く

り
て
曰
く
、

懿
な
る
か
な
至
聖
、
厥そ

の
縱
な
る
こ
と
天
よ
り
す（

4
）。
轍

（
各
地
を
周
遊

す
る
）
し
て
棲
棲
た
る
は
（
心
が
落
ち
着
か
な
い
さ
ま
）、木
鐸
の
宣の

ぶ
る
攸と
こ
ろ（
民

衆
を
敎
導
す
る
）
な
り
。（
六
經
を
）
刪
訂
し
て
後
に
垂
れ
、
河
洛
を
鉤
て
き

せ
ん

と
す（

5
）。
漢
を
歷へ

て
淸
に
曁お
よ

び
、
仰
止
（
崇
敬
）
せ
ら
る
る
こ
と
き

若じ
ゃ
くた
り
（
高

大
で
獨
立
し
た
さ
ま
）。
聖
を
去
る
こ
と
彌
い
よ
い
よ

遠
く
、大
道
榛
じ
ょ
うす（
荒
れ
は
て
る
）。

羣
言
に
霿ば

う

亂
せ
ら
れ
、
悍
（
勇
者
）
有
る
も
懲
ら
し
む
る
こ
と
莫
し
。
旄ば
う

頭
（
昴

宿
）
西
に
落
ち
（
戰
亂
の
兆
し
が
表
れ
）、
殺
伐
髣は
う

髴ひ

た
り
（
征
討
の
樣
子
が
ほ

の
か
に
見
え
る
）。
震
方
の
文
物
、
烏あ

あ乎
地
に
墜
つ
。
我
が
隣
に
邦
有
り
、
書
軌

具と
も

に
同
じ（

6
）。
化
を
崇
び
賢
を
勵は
げ

ま
し
、
川
を
障ふ
せ

ぎ
以
て
東
す（

7
）。
聿こ
こ

に
廟
堂
を
新

た
に
し
、
宏
規
大
い
に
起
こ
る
。
靈
繹え
き

（
天
か
ら
賜
る
福
）
屑せ
つ
あ
い

し
て（

8
）、
桴い
か
だに

浮
か
び（

9
）至
り
止
ま
る
。
至
り
止
ま
る
維こ

れ
何
ぞ
、
榱
桷
（
た
る
き
）
翬き

飛
す
（
宏

壯
な
さ
ま
）。
楹
閒
に
釋せ
き
て
ん奠
し
、
洞
屬
し
て
（
敬
い
愼
し
み
）
違
う
こ
と
靡な

し
。

恭
し
く
班
行
に
預
か
り
、
膰
（
神
に
捧
げ
る
肉
、
ひ
も
ろ
ぎ
）
を
執
り
忭よ
ろ
こび
舞
う
。

儒
風
に
混
一
し
、
茲こ

の
靈
矩
（
神
聖
な
規
範
。
儒
家
的
規
範
を
指
す
）
を
昭
ら
か

に
す
。

（
1
）
黄
公
渚
は
、
字
は
孝
紓
（
一
九
〇
〇
―
一
九
六
四
）、
福
建
省
閩
侯
の
人
。
山
東
大

學
敎
授
と
な
り
、
詩
詞
、
文
を
善
く
し
た
。

（
2
）
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
の
毛
の
ご
と
く
多
く
集
ま
っ
て
動
き
、
ま
た
歩
行
す
る
人
々
。
民
衆
。

（
3
）
孔
子
の
後
に
從
う
こ
と
。
梁
の
劉
勰
『
文
心
雕
龍
』
序
志
篇
の
「
嘗
て
夜
に
夢
丹

漆
の
禮
器
を
執
り
、
仲
尼
に
隨
ひ
て
南
行
す
る
を
夢
む
」
に
よ
る
。

（
4
）
限
り
な
い
天
賦
の
才
能
を
も
つ
。『
論
語
』
子
罕
の
「
子
貢
曰
は
く
、
固
よ
り
天
、

之
を
縱ゆ
る

し
て
將
に
聖
な
ら
ん
と
す
」
に
よ
る
。

（
5
）『
易
』
の
源
と
な
っ
た
「
河
圖
」
や
禹
が
作
っ
た
「
九
疇
」
の
元
に
な
っ
た
「
洛
書
」

を
探
し
出
そ
う
と
し
た
。

（
6
）
文
書
に
用
い
る
文
字
と
車
の
兩
輪
の
閒
隔
が
同
じ
。『
中
庸
』
の
「
車
は
軌
を
同
じ

く
し
、
書
は
文
を
同
じ
く
す
」
に
よ
る
。
こ
こ
で
は
中
國
と
日
本
が
、
同
じ
文
明
圈
に

あ
る
こ
と
を
い
う
。

（
7
）
世
の
流
れ
を
正
す
。
唐
の
韓
愈
「
進
學
解
」
の
「
百
川
を
障
ぎ
て
之
を
東
す
」
に

よ
る
。

（
8
）「
屑

」
は
、忽
ち
ほ
の
か
に
表
れ
る
と
い
う
意
味
か
。
後
漢
の
「
魯
相
晨
孔
廟
後
碑
」



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
號

一
〇
九

に
、「
既
に
至
り
堂
に
升の
ぼ

り
、
氣
を
屏を
さ

め
て
手
を
拜う

つ
。
祇
肅
す
れ
ば
屑

し
て
、
髣

髴
と
し
て
在
る
が
若ご
と

し
」
と
あ
る
。

（
9
）『
論
語
』
公
冶
長
「
道
行
わ
れ
ず
、
桴
に
乘
り
海
に
浮
か
ば
ん
と
す
」
と
い
う
孔
子

の
言
葉
に
よ
り
、
日
本
に
渡
來
す
る
こ
と
を
い
う
。

五
日

晴
れ
。
十
時
に
勝
山
が
紹
介
し
た
堂
野
前
種
松
が
來
訪
。
こ
の
君
は
北
海
道
で
石

炭
開
發
を
行
い
、金
石
が
と
て
も
好
き
で
あ
る
。私
逹
は
昔
か
ら
同
じ
趣
味
を
も
っ

て
い
た
の
で
、
磁
石
が
針
を
引
き
つ
け
る
と
い
う
喩
え
以
上
の
も
の
が
あ
っ
た
。

昨
晩
、田
中
が
曹
汝
欽
と
と
も
に
中
國
文
學
會
の
講
演
に
ゆ
く
こ
と
を
約
束
し
た
。

午
後
二
時
に
二
人
が
や
っ
て
く
る
。
い
っ
し
ょ
に
會
に
出
か
け
る
。
會
は
學
士
會

館
で
催
さ
れ
た
。
來
會
者
二
十
七
人
。
竹
田
復
・
實
藤
惠
秀
・
土
屋
明
治
・
七
里

重
惠
の
ご
と
き
人
々
は
み
な
著
名
人
で
あ
る
。
講
演
題
目
は
「
文
學
之
我
見
（
文

學
に
つ
い
て
の
個
人
的
見
解
）」
で
あ
る
。
一
は
「
小
說
戲
曲
」、二
は
「
目
錄
（
目

錄
學
）」、
三
は
「
注
疏
」。
す
べ
て
經
驗
上
か
ら
論
じ
、
淺
き
よ
り
深
き
に
入
る

道
筋
を
示
し
た
。
原
稿
は
、
一
會
員
が
求
め
て
持
ち
去
っ
た
。
講
演
は
二
時
閒
を

過
ぎ
た
。
田
中
・
竹
田
が
私
を
連
れ
て
歸
っ
て
く
れ
る
。
竹
田
は
第
一
高
等
學
校

の
校
長
で
あ
る
。
秋
に
私
は
倅
の
申
保
を
日
本
に
留
學
さ
そ
う
と
思
っ
て
い
る
の

で
、
お
二
人
に
世
話
を
お
願
い
し
た
。
七
時
頃
、〔
陶
〕
心
如
と
と
も
に
堂
野
前

の
星
岡
茶
寮（

1
）で
の
招
宴
に
赴
く
。
茶
寮
の
歷
史
は
最
も
古
い
。
仲
居
の
振
る
ま

い
が
常
に
作
法
に
合
っ
て
い
る
。
立
派
な
家
庭
の
娘
が
結
婚
前
に
こ
こ
で
行
儀
を

見
習
う
。
紅
葉
館
の
容
色
と
技
藝
で
お
客
に
接
待
す
る
の
と
比
べ
る
と
萬
萬
違
い

が
あ
る
。
同
座
は
勝
山
だ
け
で
あ
っ
た
。
宴
席
が
終
わ
り
宿
に
戾
る
。
岩
村
成
允

が
岡
田
〔
抒
一
〕
の
命
に
よ
っ
て
來
訪
し
、
十
日
に
宴
席
を
設
け
る
と
言
う
。
私

逹
の
歸
還
の
日
程
が
閒
も
な
い
と
聞
い
て
、
も
う
少
し
滯
在
す
る
よ
う
に
賴
ん
だ

の
で
、
こ
れ
を
承
諾
し
た
。
本
日
、
楊
无
恙
の
手
紙
と
詩
一
首
を
受
け
取
る
。

綬
公
參
預
湯
島
聖
堂
祭
儀
詩
以
送
之　
　

綬
公
、
湯
島
聖
堂
の
祭
儀
に
參
預

し
、
詩
以
て
之
を
送
る　
　

无
恙

海
外
崇
文
煥
廟
堂　
　

海
外
の
崇
文　

廟
堂
に
煥あ

き

ら
か
に
し
て

采
風（

2
）問
禮（

3
）更
東
航　
　

風
を
采
り
禮
を
問
は
ん
と
し
て
更
に
東
航
す

絃
歌（

4
）佾
舞（

5
）人
嫺
習　
　

絃
歌
佾い
つ

舞　

人
は
嫺
習
す
る
も

歎
鳳
嗟
麟（

6
）我
竊
傷　
　

歎
鳳
嗟
麟　

我
は
竊
か
に
傷
む

本
意
同
源
吳
太
伯　
　

本
よ
り
意お
も

ふ
源
を
同
じ
く
す
る
吳
の
太
伯

【
日
本
爲
吳
太
伯
之
後
、
見
北
史（

7
）（
日
本
は
吳
の
太
伯
の
後
爲
る
こ
と
、
北

史
に
見
ゆ
）】。

自
慙
壞
宅
魯
恭
王　
　

自
ら
慙は

づ
宅
を
壞
す
魯
の
恭
王

壁
中
幸
有
殘
經
在（

8
）　

　

壁
中
幸
に
殘
經
の
在
る
有
り

化
遠
前
時
蹟
已
彰　
　

化
は
前
時
に
遠
き
も
蹟
は
已は

な
はだ
彰
は
る

【
前
明
朱
舜
水
僑
日
、
創
議
興
文
廟（

9
）（
前
明
の
朱
舜
水
、
日
に
僑
し
、
創
め

て
文
廟
を
興
さ
ん
こ
と
を
議
す
）。】

董
綬
卿
氏
が
湯
島
の
聖
堂
の
祭
儀
に
參
加
し
、詩
を
作
っ
て
送
別
す
る
。

海
外
の
日
本
は
崇
文
の
國
で
孔
子
廟
が
輝
か
し
く
建
ち
、
董
康
氏
は
風
俗
を
調

べ
禮
を
尋
ね
る
た
め
に
又
も
東
に
渡
航
さ
れ
る
。
絃
歌
や
八
佾
の
舞
い
を
日
本
の

人
々
は
傳
習
す
る
が
、
鳳
凰
や
麒
麟
が
出
現
し
な
い
こ
と
を
歎
い
て
私
は
內
心
悲

し
ん
で
い
る
。
日
本
は
源
流
を
同
じ
く
し
て
吳
の
太
伯
に
起
こ
る
と
以
前
か
ら

思
っ
て
い
る
が
、
中
國
に
は
孔
子
の
屋
敷
を
壞
す
魯
の
恭
王
の
よ
う
な
人
物
が
い

た
こ
と
が
恥
ず
か
し
い
。
た
だ
し
壞
し
た
屋
敷
の
壁
に
は
幸
い
に
も
儒
家
の
經
典



董
康
『
書
舶
庸
譚
』
九
卷
本
譯
注
（
七
）

一
一
〇

が
遺
さ
れ
て
お
り
、
儒
敎
に
よ
り
日
本
の
人
々
が
敎
化
さ
れ
た
こ
と
は
遠
い
昔
の

こ
と
で
は
あ
る
が
、
そ
の
事
蹟
は
甚
だ
あ
き
ら
か
に
見
ら
れ
る
。

（
1
）「
星
岡
茶
寮
」
は
、
北
大
路
魯
山
人
ら
が
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
に
東
京
の
赤

坂
山
王
臺
日
枝
神
社
の
側
に
開
い
た
高
級
料
亭
で
あ
る
。
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）

燒
失
。

（
2
）「
采
風
」
は
「
采
（
採
）
詩
」
に
同
じ
。
周
代
に
民
風
を
把
握
し
政
治
の
得
失
を
知

る
た
め
各
地
の
民
閒
歌
謠
（
風
）
を
採
集
す
る
采
詩
官
が
い
た
と
い
う
（『
漢
書
』
藝

文
志
・
食
貨
志
）。
こ
こ
で
は
日
本
の
風
俗
を
調
べ
る
こ
と
。

（
3
）「
問
禮
」
は
、
孔
子
が
周
に
行
き
、
老
子
に
禮
を
問
お
う
と
し
た
故
事
（『
史
記
』
老

子
傳
）
に
基
づ
き
、
こ
こ
で
は
儒
敎
の
古
禮
を
日
本
に
尋
ね
る
こ
と
を
い
う
。

（
4
）「
絃
歌
」
は
、
琴
や
瑟
の
絃
樂
に
合
わ
せ
て
『
詩
經
』
の
詩
篇
を
歌
う
こ
と
で
、
儒

學
の
重
要
な
敎
科
で
あ
り
、
民
衆
敎
化
の
た
め
の
禮
樂
的
方
法
で
あ
っ
た
。『
論
語
』

陽
貨
に
「
子
、
武
城
に
之ゆ

き
、
絃
歌
の
聲
を
聞
く
」
と
あ
る
。

（
5
）「
佾
舞
」
は
靈
廟
に
お
け
る
樂
舞
。
列
に
な
っ
て
舞
い
、
天
子
は
八
人
八
列
、
諸
侯

は
六
人
六
列
、大
夫
は
四
人
四
列
と
さ
れ
た
。『
論
語
』
八
佾
に
、「
孔
子
、季
氏
を
謂
ふ
。

八
佾
し
て
庭
に
舞
は
し
む
」
と
あ
る
。

（
6
）「
歎
鳳
嗟
麟
」
は
、
理
想
の
時
世
に
逢
わ
な
い
こ
と
を
嘆
く
こ
と
。
鳳
凰
と
麒
麟
は

聖
王
が
世
に
出
る
こ
と
の
豫
徵
と
し
て
現
れ
る
と
さ
れ
る
。
孔
子
は
「
鳳
鳥
至
ら
ず
」

（『
論
語
』
子
罕
）
と
歎
き
、
ま
た
魯
の
哀
公
十
四
年
の
「
獲
麟
」
の
事
が
周
道
の
興
ら

な
い
徵
候
と
感
慨
し
『
春
秋
』
編
纂
の
筆
を
絶
っ
た
（『
春
秋
左
氏
傳
』
哀
公
十
四
年

の
晉
の
杜
預
の
注
）。

（
7
）『
北
史
』
卷
九
十
四
「
倭
國
傳
」
に
「
俗
皆
文
身
し
、
自
ら
太
伯
の
後
と
云
ふ
」
と

あ
る
。

（
8
）「
自
慙
」
の
二
句
は
、『
漢
書
』
魯
恭
王
傳
に
「
恭
王
初
め
宮
室
を
治
む
る
を
好
み
、

孔
子
の
舊
宅
を
壞
し
、
以
て
其
の
宮
を
廣
め
ん
と
す
。
鐘
磬
琴
瑟
の
聲
を
聞
き
、
遂
に

敢
て
復
た
壞
さ
ず
。
其
の
壁
中
に
於
い
て
、
古
文
の
經
傳
を
得
た
り
」
と
あ
る
の
に
よ

る
。

（
9
）
明
の
遺
臣
で
日
本
の
水
戶
藩
に
身
を
寄
せ
た
朱
舜
水
は
、
水
戶
光
圀
の
た
め
に
孔

子
廟
の
木
造
雛
形
を
作
成
し
た
。
な
お
、
こ
れ
が

政
十
年
の
湯
島
の
孔
子
廟
改
築
の

基
に
な
っ
た
（
中
山
久
四
郞
編
『
聖
堂
略
志
』
財
團
法
人
斯
文
會
、
昭
和
十
年
四
月
、

頁
四
八
）。

六
日晴

れ
。
內
閣
文
庫
は
幕
府
德
川
氏
の
書
籍
の
所
藏
場
所
で
あ
る
。
歷
代
の
幕
府

の
歷
史
か
ら
見
て
み
る
と
、
江
戶
幕
府
は
誠
に
文
化
・
學
術
を
尊
重
す
る
時
代
で

あ
っ
た
。
所
藏
の
宋
元
の
古
版
が
み
な
由
緖
あ
る
傳
來
を
も
つ
だ
け
で
な
く
、
小

說
類
も
希
珍
の
書
籍
が
非
常
に
多
い
。
か
つ
て
こ
の
國
の
人
は
宋
本
を
宮
内
省
の

圖
書
寮
に
分
藏
し
、
目
錄
が
出
版
さ
れ
通
行
し
て
い
る
。
い
つ
も
私
は
こ
ち
ら
に

旅
行
す
れ
ば
、
必
ず
人
に
紹
介
し
て
も
ら
っ
て
數
日
の
閱
覽
を
行
い
、
ま
た
十
餘

種
の
宋
本
を
鑑
定
し
た
。
そ
れ
で
典
藏
主
任
の
樋
口
龍
太
郞
と
交
流
が
尤
も
深

か
っ
た
が
、
近
年
、
樋
口
君
は
別
の
職
務
を
與
え
ら
れ
た
。
我
が
國
の
參
觀
者
は

み
な
必
ず
公
使
館
を
經
由
し
、
閱
覽
す
る
書
名
を
列
記
し
て
郵
便
で
外
務
省
に
通

知
し
、
期
日
を
豫
約
し
て
か
ら
行
か
ね
ば
な
ら
ず
、
以
前
の
よ
う
な
便
利
な
譯
に

は
い
か
な
く
な
っ
た
。
今
回
は
幸
い
に
も
岩
村
君
が
動
い
て
く
れ
て
期
日
を
定
め

る
こ
と
が
で
き
た
。
本
日
の
參
觀
に
は
、
梁
〔
衆
異
〕・
湯
〔
愛
理
〕・
袁
〔
帥
南
〕・

高
〔
錫
昌
〕
の
四
君
が
加
わ
っ
た
。
九
時
、
田
中
が
齋
藤
護
一
・
見
尾
勝
馬
に
依

賴
し
て
付
き
添
っ
て
世
話
す
る
よ
う
に
し
て
く
れ
た
。
自
動
車
二
臺
に
分
乘
し
、

大
手
門
に
着
く
。
守
衞
は
豫
め
外
務
省
か
ら
の
通
逹
を
得
て
お
り
、
入
場
證
明
を

渡
し
て
入
門
さ
せ
た
。
主
任
が
す
で
に
宋
版
六
種
、
小
說
一
種
を
檢
出
し
待
っ
て

い
た
。
時
閒
が
短
い
が
、
同
行
の
も
の
が
手
分
け
し
て
記
錄
し
て
く
れ
た
の
で
、

前
回
よ
り
も
非
常
に
詳
し
く
な
っ
た
。
日
が
傾
き
出
し
、
名
刺
を
渡
し
て
か
ら
、

樋
口
君
と
書
記
官
長
の
川
島
君
に
面
會
し
、
挨
拶
を
終
え
て
辭
去
す
る
。
杏
花
樓

で
食
事
。
三
時
頃
、
勝
山
と
い
っ
し
ょ
に
堂
野
前
に
御
禮
の
挨
拶
に
行
き
會
見
。

夏
殷
周
三
代
の
靑
銅
器
お
よ
び
秦
漢
の
古
印
を
出
し
て
鑑
定
に
供
し
た
。
新
出
土

の
佳
品
が
多
い
。
價
格
は
計
り
知
れ
な
い
。
室
内
の
女
性
は
、薄
化
粧
で
低て

い

髻け
い（
う



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
號

一
一
一

な
じ
で
髮
を
ま
と
め
た
髮
型
）
に
し
、
た
だ
側
に
待
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

ま
っ
た
く
趙
明
誠
の
歸
來
堂
で
の
光
景（

1
）さ
な
が
ら
で
あ
っ
た
。
八
時
、
田
中
夫

妻
と
淺
草
に
出
か
け
歌
劇
を
見
る
。
西
洋
に
な
ら
っ
た
も
の
で
、
觀
客
で
あ
ふ
れ

て
い
た
。
十
一
時
に
戾
る
。
廣
東
人
の
曾
新
山
が
臺
灣
籍
の
戴
炎
輝
・
孔
錫
祐
を

伴
い
、
こ
こ
で
長
い
あ
い
だ
待
っ
て
い
た
。
三
君
は
み
な
東
京
帝
大
の
卒
業
生
で

あ
る
。
暢
談
し
て
十
二
時
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
別
れ
去
る
。
一
晩
中
、
し
と
し

と
と
雨
の
音
が
續
い
た
。
こ
の
日
、
北
平
の
劉
抱
愿
の
書
簡
あ
り
。

司
馬
溫
公
全
集
一
百
十
六
卷（

2
）

宋
槧
宋
印
本
。
卷
四
十
八
よ
り
卷
五
十
三
に
至
る
ま
で
、
卷
六
十
一
よ
り
卷

六
十
八
に
至
る
ま
で
を
缺
く（

3
）。
左
右
雙
邊
。
書
題
「
增
廣
司
馬
溫
公
全
集
卷
幾
」

の
大
字
、
兩
行
を
占
む
。
次
行
は
作
序
の
人
の
銜
名
に
し
て
、「
朝
奉
郞

州
錄

事
賜
緋
魚
袋
黃
革
譔
」
と
題
す（

4
）。
目
錄
有
り
。
一
よ
り
五
に
至
る
ま
で
「
手
錄
」、

六
は
「
稽
古
錄
」、
七
・
八
は
「
論
」、
九
は
「
策
問
」、
十
よ
り
廿
一
に
至
る
ま
で

「
律
詩
」、廿
二
よ
り
廿
四
に
至
る
ま
で
「
雜
詩
」、廿
五
よ
り
廿
七
に
至
る
ま
で
「
古

詩
」、
廿
八
は
「
歌
行
・
曲
・
謠
・
致
語
」「
樂
章
」、
廿
九
は
「
古
賦
・
古
詩
」、

卅
よ
り
卅
四
に
至
る
ま
で
「
章
疏
」、
卅
五
よ
り
八
十
七
に
至
る
ま
で
「
奏
議
」、

八
十
八
よ
り
九
十
に
至
る
ま
で「
書
」、九
十
一
よ
り
九
十
四
に
至
る
ま
で「
■
書
」、

九
十
五
は
「
序
」、
九
十
六
は
「
序
」「

子
」「
御
狀マ

マ

（
批
）」、
九
十
七
は
「
表
」

「
啓
」、
九
十
八
は
「
啓
狀
」「
手
書
」、
九
十
九
は
「
記
」、
一
百
は
「
雜
著
」、
一

零
一
は
「
疑
孟
」「
史
■
」、
一
零
二
は
「
迂
叟
日
錄
【
序
有
り
】」、
一
零
三
よ
り

一
零
五
に
至
る
ま
で
「
日
錄
」、
一
零
六
は
「
詩
話
」、
一
零
七
は
「
傳
」、
一
零

八
は
「
祭
文
」「
哀
詞
（
辭
）」、
一
零
九
は
「
挽
詞
」、
一
一
零
は
「
傳
」「
墓
誌
」、

一
一
一
よ
り
一
一
四
に
至
る
ま
で
「
墓
誌
」、一
一
五
は
「
行
狀
」、一
一
六
は
「
神

道
碑
」「
司
馬
溫
公
■
■
」「
■
功
覆
議（

5
）」。
每
半
葉
十
二
行
、
每
行
二
十
字
。
板

心
の
上
に
字
數
を
記
す
。
魚
尾
の
下
に
「
溫
手
錄
」「
錄
溫
」「
公
」「
記
溫
」
の

四
種（

6
）を
標
し
、式
は
等
し
か
ら
ず
。
下
魚
尾
の
下
に
葉
數
を
記
す
。
又
た
刻
工
名
、

「
吳
永
」「
魏
正
」「
詹
元
」「
葉
明
」
等
の
如
し
。
每
卷
の
類
目
は
空
三
字
、
上
に

冠
す
る
に
魚
尾
を
以
て
し（

7
）、
下
に
一
小
圈
を
加
ふ
。
分
卷
目
は
空
四
字
に
し
て

正
文
に
接
す
。
篇
目
は
空
五
字
。
卷
末
、
一
行
を
隔
て
て
題
目
、
首
行
に
同
じ
。

文
化
五
年
二
月
下
總
守
市
橋
長
昭
（
近
江
仁
正
寺
藩
主
）
の
跋
有
り
。

東
坡
集
四
十
卷（

8
）

宋
槧
宋
印
本
。
序
目
、
一
、二
、七
よ
り
十
に
至
る
ま
で
、
十
三
、十
四
、

十
九
、二
十
、二
十
四
よ
り
二
十
七
に
至
る
ま
で
、
三
十
一（

9
）よ
り
三
十
五
に
至
る

ま
で
、
三
十
八
よ
り
四
十
に
至
る
ま
で
を
存
す
。
每
半
葉
十
行
、
行
二
十
字
。
序

目
の
首
は
、贊
題
「
御
製
文
忠
蘇
軾
〔
文
集
〕
贊

序
」（
南
宋
孝
宗
撰
）
と
爲
し
、

末
行
の
後
、
雙
行
無
欄
に
て
「
乾
道
九
年
閏
正
月
望
／
選
德
殿
書
賜
蘇
嶠
」
の
題

記
有
り
。
正
文
に
比
ぶ
る
に
略や

や

小
な
り（
10
）。
集
の
首
行
は
「
東
坡
集
卷
第
幾
」
と

題
し
、
卷
尾
同
じ
。
板
心
の
上
に
字
數
を
記
す（
11
）。
魚
尾
の
下
に
「
東
坡
■
第
幾
」

と
標
し
、下
に
葉
數
を
記
す
。
又
た
刻
工
姓
名
、「
李
憲
」「
張
俊
」「
周
彦
」「
宋
圭
」

「
許
昌
」「
東
（
陳
）
興
」
等
の
如
し
。
文
化
新
元
甲
子
七
月
廿
三マ

マ

（
二
）
日
の
黃

雪
山
人
（
市
橋
長
昭
）
の
跋
有
り
。
首
册
の
副
葉
に
楷
書
朱
文
の
木
記
「
顏
氏
家

訓
曰
、
借
人
與
／
籍
、
皆
須
愛
護
、
先
有
缺
／
壞
、
就
爲
補
治
、
此
士
／
大
夫
百

行
之
一
也
。
／

江
衞
氏
謹
識
（
顏
氏
家
訓
に
曰
は
く
、
人
に
與
籍
を
借
れ
ば
、

皆
須
ら
く
愛
護
す
べ
し
。
先
に
缺
壞
有
れ
ば
、
就す

な
わち
補
治
を
爲
せ
、
此
れ
士
大
夫



董
康
『
書
舶
庸
譚
』
九
卷
本
譯
注
（
七
）

一
一
二

百
行
の
一
な
り
。

江
の
衞
氏
謹
ん
で
識し
る

す
）」
の
五
行
有
り
。
與
は
典
の
誤
り

と
爲
す（
12
）。
餘
に
は「
昌
平
坂
學
問
所
」「
仁
正
侯
長
昭
黃
雪
書
屋
藏
圖
書
之
印
」【
俱

に
篆
書
朱
文
】、「
淺
草
文
庫
」【
楷
書
朱
文
】
の
諸
記
有
り
。

穎え
い

濱ひ
ん

集
一
百
三
十
七
卷（
13
）

宋
槧
宋
印
本
。
每
半
葉
十
五
行
、
每
行
二
十
六
字
。
序
目
無
し
。
凡
そ
詩
六
十

卷
、
文
七
十
七
卷
。
書
題
「
類
編
增
廣
穎
濱
先
生
大
全
文
集
卷
第
幾
」、
卷
尾
一

行
を
隔
て
題
は
前
に
同
じ
。
每
卷
次
行
に
分
類
標
目
有
り
て
、「
記マ

マ
（
紀
）
行
」「
述

懷
」「
風
雪
」「
氷
霜
」「
寒
食
」「
端
午
」
等
の
如
し
。
目
は
甚
だ
繁
細
に
し
て
、

未
だ
詳
し
く
檢
す
る
に
暇
あ
ら
ず
。
標
目
の
上
、
冠
す
る
に
魚
尾
を
以
て
し
、
下

に
一
小
圈
を
加
へ
、
約
低
二
格
。
板
心
の
上
に
字
數
を
記
し
、
魚
尾
の
下
に
「
類

編
濱
幾
」
或
い
は
「
由
幾
」
と
標
す
。
下
魚
尾
の
下
に
葉
數
を
記
す
。
分
卷
は
明

淸
の
刻
本
と
同
じ
か
ら
ず
。
李
木
齋
（
李
盛
鐸
）
同
年
、宋
槧
『
黄
山
谷
大
全
集
』

を
有
す
（
北
京
大
學
圖
書
館
現
藏
『
類
編
增
廣
黃
先
生
大
全
文
集
』
五
十
卷
）。

此
れ
と
板
式
及
び
分
類
俱と

も

に
同
じ
。
詩
文
溢
出
甚
だ
多
し
。
疑
ふ
ら
く
は
同
時
に

刊
行
せ
ん
。
通
常
の
本
を
以
て
之
を
目
す
る
を
得
ざ
る
な
り
。「
昌
平
坂
學
問
所
」

【
篆
書
朱
文
】、「
淺
草
文
庫
」【
楷
書
朱
文
】、「
文
化
戊
辰
」【
隸
書
朱
文
】
の
諸

記
有
り
。

史
略
六
卷（
14
）

宋
槧
宋
印
本
。
每
半
葉
十
行
、
每
行
二
十
字
。
前
に
目
錄
有
り
。
序
に
「
寶
慶

七
年
十
月
十
日
修
、
十
一
月
十
日
畢
、
似
孫
序
」
と
題
す
。
首
行
「
史
略
卷
幾
」、

卷
尾
は
正
文
を
隔
て
二
行
に
て
題
は
前
に
同
じ
。
次
行
に
撰
人
名
「
高　

似
孫　

續
古
」、
或
い
は
增
し
て
「
續
古
脩
」
に
作
り
、
下
欄
を
距
て
三
格
。
每
卷
の
正

文
の
題
低
四
格
。
板
心
の
上
に
字
數
を
記
す
。
魚
尾
の
下
「
史
略
幾
」、
下
欄
に

近
く
刻
工
名
を
記
し
、「
昌
」「
珪
」「
禾
」
等
の
如
く
、俱
に
一
字
。「
蒹
葭
堂
藏
書
」

「
木
氏
永
保
」【
俱
に
篆
書
朱
文
】、「
淺
草
文
庫
」【
楷
書
朱
文
】、「
文
化
甲
子
」【
隸

書
朱
文
】
及
び
「
慈
照
院
」「
梅
熟
軒
」
の
諸
記
有
り
。

子
略
三
卷（
15
）

前
と
同
一
行
款
。
蓋
し
同
時
の
梓
行
な
ら
ん
。
前
に
序
目
有
り
て
、
序
末
に
名

を
署
す（
16
）。

遼
海
丹
忠
錄
四
十
回（
17
）

此
の
書
は
毛
文
龍（
18
）を
悼
む
が
爲
に
作
る
。
書
中
に
大
金
皇
帝
の
遺
書
竝
び
に

當
時
の
往
還
の
公
牘
を
記
す
こ
と
甚
だ
多
し
。
且
つ
每
卷
正
史
の
紀
年
に
仿な

ら

ひ
、

決
し
て
虛
構
附
會
に
非
ず
。
淸
初
、
此
の
類
の
書
、
自
づ
か
ら
其
の
存
在
を
容ゆ

る

さ

ず
。
今
、
海
外
尙
ほ
孤
本
を
留
む
。
章
回
の
體
裁
を
爲
す
と
雖
も
、
元
祕
史
の
例

を
援ひ

け
ば
、
應ま
さ

に
信
史
を
以
て
之
を
目
す
べ
き
な
り
。

〔
序
〕

一
腔
の
熱
血
、
何
れ
の
地
に
か
洒そ

そ

ぐ
。
國
に
洒
が
ざ
れ
ば
、
誰
が
爲
に
洒
ぐ
や
。

痛
む
べ
き
所
は
、
賀
蘭
山
下
の
俠
骨
は
猶
ほ
詬
詈
の
聲
を
蒙
り
、
錢
唐
江
上
の
鴟し

夷い

（
春
秋
吳
の
伍
子
胥
）
は
祇た

だ
忌
嫉
の
口
を
快
ほ
し
い
ま
まに
す
。
此
れ
忠
臣
恨
み
を
九

原
に
飮
み
、
傍
觀
者
も
亦
た
之
が
爲
に
憤
懣
す
る
な
り
。
渾
河
の
殉
（
天
啓
元
年

〈
一
六
二
一
〉、瀋
陽
に
お
け
る
對
後
金
戰
で
の
明
の
敗
北
）
は
違
制
（
敕
命
違
反
）

と
爲
り
、
鎭
武
の
殞
は
浪
戰
（
無
駄
い
く
さ
）
と
爲
る
が
如
し
。
老
謀
國
に
對マ
マ

し
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第
十
號

一
一
三

（
を
籌は
か

り
）、竟つ
ひ

に
以
て
左
に
排
し
右
に
擠
す
。
楊
王
に
先
じ
て
首
を
九
邊
に
傳
へ
、

遼
海
に
至
り
恃
む
所
は
長
城
と
爲
す
者
、
け
が

し
て
之
を
殺
す
。
逆
胡
の
闕
を
犯
す

を
釀
す
に
至
り
、
牽
掣
の
功
を
竟を

ふ
る
を
得
ず
。
所
謂マ
マ

る
（
爲
す
所
の
）
靑
徐
の

氣
、
猶
ほ
爲
に
冤
氣
を
天
壤
に
吐
き
、
溟
渤
の
濤
聲
、
猶
ほ
爲
に
冤
聲
を
昕あ
さ

夕ゆ
う

に
瀉
ぐ
。
檀
子
（
南
朝
宋
の
將
軍
、
檀
道
齊
）
若も

し
在
ら
ば
、
胡
馬
寧な
ん

ぞ
至
り
て

江
に
飮
ま
ん
や
。
顧た

だ
鑠
金
の
口
、
能
く
豪
傑
を
舌
端
に
死こ
ろ

す
も
、
而
れ
ど
も
椽
た
る
き

の
如
き
の
筆
、
亦
た
能
く
忠
貞
を
毫
下
に
生
む
。
此
れ
予
が
弟
の
『
丹
忠
』
の
繇よ

り
て
錄
す
る
所
な
り
。
其
の
詞
の
寧む
し

ろ
雅
に
し
て
俚
な
ら
ず
、
事
の
寧
ろ
核た
だ

し
く

し
て
誕
ほ
し
い
ま
まな
ら
ざ
る
に
至
り
て
は
、陳
言
を
勦
襲
せ
ず
、俗
輩
を
借
吻
せ
ず
、議
論
、

其
の
經
緯
を
發
抒
す
。
好
惡
は
一
に
大
公
に
本
づ
く
。
具
眼
者
自
づ
か
ら
之
を
鑒み

ん
。
予
も
亦
た
何
ぞ
敢
へ
て
好
む
所
に
阿お
も
ねら
ん
や
。
其
の
剞

に
附
さ
ん
と
欲
す

る
に
因
り
て
、
謹
み
て
其
の
意
を
發
し
、
以
て
こ
れ
を
首は
じ
めに
弁
す
。
時
に
崇
禎
の

重
午
（
十
五
年
、
一
六
四
二
）、
翠
娛
閣
主
人
題
す
。

卷
之
一　

萬
曆
四
十
七
年
よ
り
起
こ
り
四
十
七
年
秋
に
至
る

第
一
回　

叛
夷
を
斬
る
奴
酋
の
濫
爵　

備
禦
を
急
ぐ
羣
賢
の
伐
謀

第
二
回　

哈
赤
（
ヌ
ル
ハ
チ
）
計
も
て
撫
順
を
襲
ひ　

承
胤
（
張
承
胤
）

の
師
は
淸
河
に
覆
す

第
三
回　

招
降
を
拒
み
張

は
君
に
死
し　

勦
賊
を
議
し
て
楊
鎬
は
師
を

出
だ
す

第
四
回　

牙
旗
折
れ
て
杜
社
の
亡
ぶ
る
を
報
じ　

五
星

ひ
て
劉

の
死

を
兆
す

第
五
回　

士
氣
を
作お

こ
し
芝
岡
（
熊
廷
弼
）
は
降
を
斬
り　

王
事
に
死
し

て
臺
失
（
金
臺
失
）
自
ら
焚
く

卷
之
二　

萬
曆
四
十
七
年
秋
よ
り
起
こ
り
天
啓
元
年
夏
に
至
る

第
六
回　

振
南
（
毛
文
龍
）
奇
を
出
し
て
虜
を
毒
し　

芝
岡
固
に
力つ
と

め
て

遼
を
全
く
す

第
七
回　

經
臣
（
新
經
臣
）
を
易
へ
禍
產
ま
れ
て
遼
を
亡
ひ　

降
夷
を
收

め
謀
疎
に
し
て
瀋
を
覆
す

第
八
回　

侍
御
賊
を
罵
り
節
に
殉
じ　

兩
賢
身
を
殺
し
て
仁
を
成
す

第
九
回　

西
夷
を
款よ

ろ
こば
し
め
東
虜
を
牽
き　

南
衞
を
撫
し
て
西
河
を
固
む

第
十
回　

遍
く
島
嶼
を
巡
り
窮
民
を
撫
し　

夜
に
鎭
江
に
戰
ひ
叛
將
を
擒
と
り
こ

に
す

卷
之
三　

天
啓
元
年
夏
よ
り
起
こ
り
天
啓
二
年
秋
に
至
る

第
十
一
回　

敵
鋒
を
避
け
て
跡
を
朝
鮮
に
寄
せ　

地
勝
を
得
て
皮
島
に
雄

據
す

第
十
二
回　

劉
渠
は
鎭
武
に
力
戰
し　

一
貴
（
羅
一
貴
）
は
西
平
【
平
、

總
目
は
川
に
作
る
】
を
死
守
す

第
十
三
回　

廣
寧
城
の
叛
將
は
奴
に
降
り　

松
山
堡
の
監
軍
は
義
に
死
す

第
十
四
回　

羣
賢
は
國
を
憂
ひ
才
を
薦
め　

奇
士
は
東
征
し
て
節
を
建
つ

第
十
五
回　

方
略
を
陳
ね
て
形
成
り
て
米
を
聚
め　

屯
駐
を
分
か
ち
勢
合

は
さ
り
て
珪
を
聯つ

ら

ぬ

卷
之
四　

天
啓
二
年
よ
り
起
こ
り
天
啓
三
年
七
月
に
至
る

第
十
六
回　

屯
田
を
大
い
に
し
て
戰
守
抒
ね
行
ひ　

商
賈
を
通
じ
て
軍
資

抒
ね
足
る

第
十
七
回　

毛
帥
規
し
て
建
州
路
を
取
り　

陳
忠
首は

じ
めに
櫻
桃
渦
に
捷か

つ

第
十
八
回　

大
孝
克よ

く
母
の
節
を
伸
べ　

孤
忠
上
は
天
の
心
を
格い
た

す
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一
一
四

第
十
九
回　

張
盤
は
金
州
を

復
し　

杜
貴
は
滿
浦
に
大
戰
す

第
二
十
回　

亮
馬
佃
の
官
兵
は
賊
を
破
り　

牛
毛
塞
の
虜
衆
は
再
び
衂く
じ

く

卷
之
五　

天
啓
三
年
秋
よ
り
起
こ
り
天
啓
五
年
春
に
至
る

第
二
十
一
回　

鐵
山
に
八
路
に
師
を
興
し　

烏
雞
に
連
戰
し
て
敵
を
破
る

第
二
十
二
回　

屬
國
の
變
は
肘
腋
に
生
じ　

帥
臣
の
勢
は
輔
車
を
定
む

第
二
十
三
回　

王
千
總
は
夜
に
獵
し
て
胡
を
擒
に
し　

張
杜
司
は
奇
兵
も

て
敵
を
拒
む

第
二
十
四
回　

皇
恩
兩
敕
も
て
忠
を
褒
め　

偏
師
三
戰
し
て
捷
を
奏
す

第
二
十
五
回　

天
神
頓に

は
かか
に
邪
謀
を
息や

め　

急
雨
盡
く
賊
計
を
消
す

卷
之
六　

天
啓
五
年
春
よ
り
起
こ
り
天
啓
六
年
に
至
る

第
二
十
六
回　

重
關
を
建
て
朱
張
（
朱
昌
國
・
張
盤
）
は
節
に
死
し　

歸

虜
を
遏と

ど

め
て
茂
春
（
林
茂
春
）
は
功
を
立
つ

第
二
十
七
回　

聖
眷
隆
ん
に
し
て
貂
璫
遠
く
使
ひ
し　

朝
鮮
封
ぜ
ら
れ
て

唇
齒
の
勢
成
る

第
二
十
八
回　

寧
遠
城
に
て
火
攻
も
て
賊
を
走
ら
せ　

威
寧
海
に
て
力
戰

し
て
奴
を
牽
く

第
二
十
九
回　

官
軍
奇
撓
し
て
奴
を
斃た

ふ

し　

裨
將
師
を
潛
め
て
虜
を
獲う

第
三
十
回　
　

亟す
み
やか
に
拯
じ
ょ
う
じ
ゅ
つ
恤
し
寒
儒
色
を
生
じ　

請
ひ
て
附
試
し
文
脈
重

ね
て
延
ぶ

卷
之
七　

天
啓
七
年
春
よ
り
起
こ
り
崇
禎
元
年
に
至
る

第
三
十
一
回　

俊
有
り
て
自
ら
鐵
山
關
に
刎は

ね　

祿
を
承
け
虜
を
義ぎ
し
ゅ
う州
路

に
扼お
さ

ふ

第
三
十
二
回　

民
害
を
除
き
立
ち
ど
こ
ろ
に
叛
賊
を
斬
り　

丹
心
を
抒
べ

縛
り
て
孤
山
に
送
る

第
三
十
三
回　

鎭
江
に
請
ひ
中
外
力
を
合
は
せ　

屯
駐
を
分
か
ち
父
子
功

を
同
じ
く
す

第
三
十
四
回　

滿
總
理
（
滿
桂
）
は
寧
遠
の
奇
勛　

趙
元
戎
（
趙
率
敎
）

は
錦
州
の
大
捷

第
三
十
五
回　

歸
る
を
疏
し
て
寵
利
に
居
ら
ず　

奏
辨
し
て
大
い
に
雌
黃

を
息や

む

卷
之
八　

崇
禎
元
年
よ
り
起
こ
り
崇
禎
三
年
に
至
る

第
三
十
六
回　

奇
閒
は
骨
肉
を
離
さ
ん
と
欲
し　

招
降
は
竟
に
腹
心
に
潰つ

い
ゆ

第
三
十
七
回　

運
道
の
計
を
改
め
て
東
江
を
鎖と

ざ
し　

軍
民
の
急
を
軫あ
は
れみ

て
登
鎭
（
登
萊
）
に
控
ふ

第
三
十
八
回　

雙
島
に
忠
を
屠
り
恨
み
有
り　

東
江
（
毛
文
龍
）
の
牽
制 

人
無
し

第
三
十
九
回　

後
患
除
か
れ
て
醜
虜
は
入
寇
し　

大
安
失
ひ
て
羣
賢
は
節

を
盡
す

第
四
十
回　
　

督
師
（
袁
崇
煥
）
頓に

は

か
に
前
功
を
失
ひ　

島
衆
克
く
遺
烈

を
承
く

本
回
中
の
題
句
の
繪
圖
二
十
葉
を
擇
ぶ

一　

斬
叛
首は

じ

め
て
微わ
づ

か
に
勞
し
、
飢
鷹
暫
く
た
う

に
就
く

二　

紛
紛
た
る
金
繒
毡
裘
に
委
ね
、
自
ら
戎
に
和
せ
ん
と
擬
し
て
勝
籌
有
り

三　

烽
火
宸
京
を
照
ら
し
、
樞
臣
遠
征
を
事
と
す

四　

種
種
の
顚
毛
氣
自
か
ら
雄
に
し
て
、
身
輕
く
百
戰
し
て
奇
功
を
奏
す

五　

一
旦
丹
心
焰
に
隨
ひ
滅
し
、
邊
隅
何
ぞ
齒
寒
の
悲
し
み
に
勝
ら
ん
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第
十
號

一
一
五

六　

飛
熊
の
兆
を
作
さ
ん
と
欲
し
、
還か
へ
つて
■（
19
）蝶
の
遊
を
爲
す

七　

絕
孤
城
を
援
け
ん
と
し
支
へ
ざ
る
を
歎
き
、
幾
多
の
膏
血
胡
兒
を
飽

か
し
む

八　

齒
を
挾
み
睢
陽
に
歩
み
、
心
は
百
鍊
の
鋼
よ
り
堅
し

九　

孫
陽
の
識
に
遇
ふ
を
得
て
、
風
に
乘
り
遠
騫
に
任
す

十　

枯
槁
皆
色
を
生
じ
、
歡
呼
す
瀚
海
の
涯

十
一　

驕
馬
に
一

し
去
る
こ
と
匆さ

う
さ
う匆
と
し
、
敵
を
他
鄕
に
避
く
る
こ
と

古
公
に
效
ふ

十
二　

各
お
の
お
の

君
に
忠
た
る
の
志
を
抱
き
、
齊
し
く
敵
を
殪た
お
す
の
心
を
懷
く

十
三　

列
嶼
星
の
共
（
拱
）
を
成
し
、
中
に
居
り
氣
象
尊
し

十
四　

高
堂
の
白
髮
也ま

た
情
を
縈め
ぐ

ら
し
、
弄
蟄
如
何
ぞ
敢
へ
て
身
に
墨
せ

ん
や

十
五　

滿
眼
の
江
山
滿
腹
の
兵
、
神
謀
還
て
鬼
神
を
し
て
驚
か
し
む

十
六　

努
力
し
て
新
畝
を
開
き
、
手
を
加
へ
綠
雲
を
散
ず

十
七　

輕
兵
直
ち
に
胡
の
南
牧
す
る
を
遏と

ど

む
る
は
、
應
に
是
れ
三
韓
の
第

一
功
な
る
べ
し

十
八　

地
を
動ど

よ
もし
て
洪
濤
起
こ
り
、
舟
輕
き
こ
と
一
毛
に
似
た
り

十
九　

  

今
よ
り
永
く
王
化
に
沾う
る
ほふ
を
得
、
路
を
夾
み
て
壺
漿
敢
へ
て
遲
か

ら
ず

二
十　

大
將
兵
を
勤
め
不
毛
に
入
り
、
紛
紛
た
る
熱
血
は
弓
刀
を
汚
す

廿
一　

大
將
の
謀
は
神
鬼
か
と
疑
ひ
、
三
軍
の
勇
は
貔ひ

貅き
う

に
類
す

廿
二　

  

變
は
蕭
牆
に
起
こ
り
禦ふ
せ

ぐ
こ
と
莫な

き
を
歎
じ
、
故
宮
の
煙
柳
は

日
々
に
離
離
た
り

廿
三　

王
師
は
不
易
に
乘
じ
、
賊
を
平
ら
ぐ
る
こ
と
片
時
の
閒

廿
四　

鐵
石
は
心
の
堅
き
に
似
て
、
豈
に
浮
言
に
奪
は
れ
ん
や

廿
五　

霖
雨
は
奇
焰
を
消
し
、
神
兵
は
鬼
謀
を
破
る

廿
六　

報
國
力
無
き
を
苦
し
み
、
詈り

舌ぜ
つ

徒い
た
づ
らに
舌
有
り

廿
七　

楫
の
擧
が
る
こ
と
蛟み
づ
ちの
奮
ふ
か
と
疑
ひ
、
舟
の
行
く
こ
と
鳥
の
翔

ぶ
に
似
た
り

廿
八　

道い

ふ
こ
と
莫
か
れ
火
攻
は
下
策
と
爲
す
と
、
已
に
看
る
折
軸
の
荒

煙
に
委す

て
ら
る
る
を

廿
九　

王
師
は
神
の
ご
と
く
百
戰
し
、
虜
騎
は
自
ら
分
崩
す

三
十　

急
浪
は
神
龍
を
鼓う

ち
、
輕
風
は
大
鵬
を
惜
し
む

卅
一　

漢
兵
霆
擊
を
奮
ひ
、
醜
虜
は
雨
の
散
ず
る
が
如
し

卅
二　

  

一
に
酈れ
き

生
に
似
て
侖
墨
に
遊
び
、
危
詞
未
だ
罄つ

き
ざ
る
に
骨
先
に

殘
す

卅
三　

何
ぞ
妨
げ
ん
戴
淵
の
至
る
を
、
共
に
國
の
藩
籬
を
固
む

卅
四　

兵
威
あ
り
て
敢
へ
て
近
づ
く
無
く
、
血
戰
鯨
鯢
を
掃
ふ

卅
五　

  

報
國
の
眞
心
は
天
地
知
る
も
、
那
ぞ
堪
へ
ん
人
事
故も
と

よ
り
相
疑
ふ

に

卅
六　

永
く
毡
裘
の
域
を
脫
し
、
遠
く
大
將
臺
に
登
る

卅
七　

  

一
腔
の
忠
憤
逹
す
る
に
由
無
く
、
却
て
相
知
に
向
か
ひ
て
夙
心
を

話
す

卅
八　

歡
情
浹せ

ふ
か
ふ洽
し
て
醉
顏
酡
と
し
、
笑
裏
に
吳
鉤
幾
次
か
磨
く

卅
九　

絕
塞
に
飛
將
無
く
、
長
驅
し
て
黠
奴
有
り

四
十　

結
陣
遺
烈
を
承
け
、
犂
庭
夙
心
を
繼
ぐ



董
康
『
書
舶
庸
譚
』
九
卷
本
譯
注
（
七
）

一
一
六

墨
隄
訪
堂
野
前
種
松
歸
航
有
期
侖
以
誌
別

墨
隄
に
て
堂
野
前
種
松
を
訪
ね
、
歸
航
期
有
り
、
侖
ち
以
て
別
れ
を
誌し
る
す

薄
寒
勝
剪
餞
春
纔　
　

薄
寒
剪
る
に
勝
へ
春
を
餞
す
る
こ
と
纔わ
づ

か
に
し
て

且
向
山
莊
訪
戴（
20
）來　

　

且し
ば
らく
山
莊
に
向
ひ
戴
を
訪
ね
來
る

酒
賭
旗
亭
星
喜
聚　
　

酒
も
て
旗
亭
に
賭
け
星
は
喜
び
聚
る

【
前
夕
宴
於
星
岡
茶
寮
（
前
夕
、
星
岡
茶
寮
に
宴
す
）。】

車
停
朔
野
雪
仍
皚　
　

車
は
朔
野
に
停
め
雪
仍な

ほ
皚し
ろ

し

  【
近
從
北
海
道
來
。
彼
處
正
雪
花
大
如
掌
也
（
近
ご
ろ
北
海
道
よ
り
來
る
。

彼
の
處
、
正
に
雪
花
は
大
な
る
こ
と
掌
の
如
き
な
り
）。】

忻
看
蠹
簡
留
金
薤（
21
）　

　

忻よ
ろ
こび
看
る　

蠹と
く
か
ん簡
に
金き
ん
か
い薤
を
留
む
る
を

殺
螺
痕（
22
）豔
玉
臺　
　

殺
す　

螺
痕
は
玉
臺
に
豔
な
る
を

又
別
柳
橋
歸
去
也　
　

又
た
柳や

な
ぎ
ば
し橋に
別
れ
歸
り
去
る

蓬
壺（
23
）凝
竚
悵
岑
苔（
24
）　

　

蓬
壺
に
凝ぎ
ょ
う
ち
ょ竚し
岑し
ん
た
い苔
を
悵い
た

ま
ん

  

隅
田
川
の
堤
に
て
堂
野
前
種
松
を
訪
ね
、
歸
國
た
め
の
乘
船
日
が
決
ま
っ
て

い
る
の
で
離
別
を
記
す

少
し
寒
い
が
花
を
剪
る
こ
と
が
で
き
、
よ
う
や
く
行
く
春
を
送
る
こ
ろ
、
山
莊

に
い
る
友
人
の
君
を
し
ば
ら
く
訪
問
す
る
こ
と
に
し
た
。〔
昨
日
、
君
は
〕
料
亭

に
招
い
て
く
れ
て
酒
量
を
爭
う
こ
と
に
な
り
、
星
が
喜
び
集
ま
る
か
の
よ
う
な
宴

に
な
っ
た
が
【
昨
日
の
夜
に
星
岡
茶
寮
で
宴
會
を
開
い
た
】、
君
は
先
ご
ろ
ま
で

北
方
の
原
野
に
車
を
停
め
て
な
お
眞
っ
白
な
雪
が
殘
る
の
を
眺
め
て
い
た
。〔
今

日
は
君
の
邸
宅
で
〕
蟲
食
い
の
あ
る
古
い
所
藏
本
に
素
晴
ら
し
い
文
字
が
書
き
記

さ
れ
て
い
る
の
を
う
れ
し
く
拜
見
し
、〔
昨
日
の
料
亭
で
は
〕
玉
鏡
臺
の
前
で
引

い
た
眉
墨
が
艷
や
か
で
他
店
の
女
性
を
ひ
ど
く
嫉
妬
さ
せ
る
ほ
ど
の
女
性
に
遇
う

こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
も
や
柳
橋
で
お
別
れ
し
故
國
に
歸
り
去
る
。
君
は
蓬
壺
の

仙
山
（
日
本
）
で
じ
っ
と
佇
み
行
く
船
を
見
送
り
、
志
向
を
同
じ
く
す
る
友
人
の

私
と
の
別
れ
に
悲
し
む
で
あ
ろ
う
。

書
舶
庸
譚
卷
八
上
終

（
1
）
趙
明
誠
は
北
宋
末
の
人
。
夫
人
の
李
淸
照
と
鄕
里
の
山
東
の
靑
州
に
住
み
、
書
畫
・

典
籍
や
靑
銅
器
を
多
く
收
藏
し
、
邸
宅
内
の
歸
來
堂
で
夫
婦
し
て
鑑
賞
し
た
（
李
淸
照

「
金
石
錄
後
序
」）。

（
2
）
本
版
は
『
改
訂
內
閣
文
庫
漢
籍
分
類
目
錄
』
頁
三
三
四
上
段
に
著
錄
、
全
十
七
册
、

請
求
番
號
「
別
五
六
―
八
」。『
內
閣
文
庫
宋
本
書
影
』（
日
本
書
誌
學
會
、
一
九
八
四

年
七
月
）
頁
九
に
福
井
保
先
生
の
解
題
が
あ
り
、
頁
三
二
か
ら
三
四
に
書
影
が
收
錄
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
一
九
九
三
年
八
月
に
汲
古
書
院
か
ら
影
印
出
版
さ
れ
た
。

（
3
）
本
版
は
卷
三
か
ら
卷
九
ま
で
も
缺
け
て
い
る
。
董
康
の
失
見
も
し
く
は
筆
誤
で
あ

ろ
う
。

（
4
）
こ
の
觀
書
記
の
記
述
で
は
、「
次
行
」
が
「
增
廣
司
馬
溫
公
全
集
卷
幾
」
と
あ
る
本

文
書
題
の
次
の
行
と
理
解
さ
れ
る
が
、實
際
は
「
朝
奉
郞

州
錄
事
賜
緋
魚
袋
黃
革
譔
」

と
い
う
銜
名
は
、
首
行
に
「
司
馬
溫
公
全
集
序
」
と
題
す
る
序
文
の
次
の
行
に
お
い
て

見
ら
れ
る
。
董
康
の
記
述
は
不
正
確
で
あ
る
。

（
5
）
三
箇
所
の
墨
丁
を
下
記
に
補
正
す
る
。
①
九
十
一
か
ら
九
十
四
「
樂
書
」、
②
一
零

一
「
史
剡
」、
③
一
一
六
「
諡
議
」「
考
」

（
6
）
前
掲
の
影
印
本
に
よ
れ
ば
、
魚
尾
下
の
文
字
は
殆
ど
が
「
溫
」
で
あ
り
、
ほ
か
は

卷
一
に
お
い
て
第
二
葉
に
「
公
」、
第
三
葉
に
「
溫
手
錄
」（
第
四
葉
は
無
魚
尾
で
「
溫

手
錄
」
と
あ
る
）
と
あ
る
の
を
確
認
で
き
る
に
過
ぎ
ず
、「
四
種
」
と
い
う
も
の
は
未

詳
で
あ
る
。

（
7
）「
每
卷
類
目
」
に
冠
せ
ら
れ
た
魚
尾
は
、
卷
二
・
十
一
・
十
五
・
二
十
三
・
九
十
九
に
見

え
る
の
み
で
あ
る
。

（
8
）
本
版
は
『
經
籍
訪
古
志
』
卷
六
に
著
錄
。『
改
訂
內
閣
文
庫
漢
籍
分
類
目
錄
』
頁

三
三
五
上
段
に
著
錄
、全
十
二
册
、請
求
番
號
「
重
二
―
三
」。
重
要
文
化
財
指
定
。『
內

閣
文
庫
宋
本
書
影
』
頁
三
九
か
ら
四
五
に
書
影
が
收
錄
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
一
九
九
一



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
號

一
一
七

年
九
月
に
汲
古
書
院
か
ら
「
古
典
硏
究
會
叢
書　

漢
籍
之
部
」
の
一
つ
と
し
て
、
缺
卷

に
宮
內
廳
書
陵
部
所
藏
本
を
配
し
て
影
印
出
版
さ
れ
た
。

（
9
）
卷
三
十
も
存
在
し
て
い
る
の
で
、「
三
十
一
」
は
「
三
十
」
に
訂
正
す
べ
き
で
あ
る
。

（
10
）
御
製
の
贊
題
の
行
格
は
、
正
文
と
目
錄
の
每
半
葉
十
行
、
行
二
十
字
と
は
異
な
っ

て
毎
半
葉
八
行
、毎
行
十
六
字
で
あ
り
、し
た
が
っ
て
文
字
は
正
文
よ
り
大
き
い
。「
大
」

と
書
く
べ
き
を
、「
小
」
と
誤
っ
て
い
る
。

（
11
）
前
掲
の
影
印
本
に
よ
れ
ば
、
板
心
上
方
に
は
、
實
際
に
は
字
數
の
刻
入
を
確
認
で

き
な
い
。
ま
た
影
印
本
の
竺
沙
雅
章
氏
の
「
解
題
」
に
も
板
心
の
字
數
に
言
及
し
な
い
。

こ
の
字
數
に
つ
い
て
も
誤
り
で
あ
る
。

（
12
）國
立
公
文
書
館
の「
國
立
公
文
書
館
創
立
40
周
年
記
念
貴
重
資
料
展
Ⅰ
歷
史
と
物
語
」

（
平
成
二
十
三
年
四
月
二
日
か
ら
二
十
一
日
開
催
）
の
「
仁
正
寺
藩
主
・
市
橋
長
昭
と

湯
島
聖
堂
獻
納
本
」
に
本
版
の
書
影
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
さ
れ
て
お
り

 

（http://w
w
w
.archives.go.jp/exhibition/digital/rekishitom

onogatari/
contents/63.htm

l

）、
こ
れ
の
第
二
頁
に
該
印
文
が
見
え
る
が
、「
典
」
に
作
り
誤
ら

な
い
。
こ
の
印
記
は
同
館
所
藏
の
『
豫
章
先
生
文
集
』
に
も
あ
り
、『
書
舶
庸
譚
』
卷
六
・

十
二
月
二
十
日
條
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
（「
典
」
と
あ
る
）。

（
13
）
本
版
は
『
改
訂
內
閣
文
庫
漢
籍
分
類
目
錄
』
頁
三
三
七
上
段
に
書
名
を
「
類
編
增

廣
（
角
書
き
）
穎
濱
先
生
大
全
文
集
」
と
し
て
著
錄
、
全
十
五
册
、
請
求
番
號
「
重
二

―
三
」。
重
要
文
化
財
指
定
。『
內
閣
文
庫
宋
本
書
影
』
頁
四
九
と
五
〇
に
書
影
が
收
錄

さ
れ
て
い
る
。
王
水
照
編『
宋
刊
孤
本
三
蘇
溫
公
山
谷
集
六
種
』（
國
家
圖
書
館
出
版
社
、

二
〇
一
二
年
一
〇
月
）
や
『
日
本
國
立
公
文
書
館
藏
宋
元
本
漢
籍
選
刊
』（
鳳
凰
出
版
、

二
〇
一
三
年
六
月
）
に
影
印
出
版
さ
れ
た
。
論
文
に
は
金
程
宇
「
內
閣
文
庫
所
藏
『
類

編
增
廣
穎
濱
先
生
大
全
文
集
』
校
讀
記
」（『
稀
見
唐
宋
文
獻
叢
考
』
中
華
書
局
、

二
〇
〇
九
年
四
月
）
な
ど
が
あ
る
。

（
14
）
本
版
は
『
經
籍
訪
古
志
』
卷
三
、『
日
本
訪
書
志
』
卷
五
に
著
錄
。『
改
訂
內
閣
文

庫
漢
籍
分
類
目
錄
』
頁
一
六
〇
下
段
に
著
錄
、
全
二
册
、
請
求
番
號
「
重
二
―
四
」。

重
要
文
化
財
指
定
。『
內
閣
文
庫
宋
本
書
影
』
頁
七
・
八
に
解
題
、
頁
二
五
・
二
六
に
書

影
が
收
錄
さ
れ
て
い
る
。
影
刻
本
が
『
古
逸
叢
書
』
に
收
め
ら
れ
、
ま
た
『
日
本
國
立

公
文
書
館
藏
宋
元
本
漢
籍
選
刊
』（
鳳
凰
出
版
、
二
〇
一
三
年
六
月
）
に
影
印
さ
れ
る
。

（
15
）
本
版
は
『
改
訂
內
閣
文
庫
漢
籍
分
類
目
錄
』
頁
一
六
一
上
段
に
著
錄
、
三
卷
・
首

一
卷
、全
一
册
、請
求
番
號「
重
二
―
五
」。
重
要
文
化
財
指
定
。『
內
閣
文
庫
宋
本
書
影
』

頁
八
に
解
題
、
頁
二
七
・
二
八
に
書
影
が
收
錄
さ
れ
て
い
る
。『
日
本
國
立
公
文
書
館
藏

宋
元
本
漢
籍
選
刊
』
に
影
印
さ
れ
る
。

（
16
）『
內
閣
文
庫
宋
本
書
影
』
頁
二
八
の
序
末
の
書
影
に
は
「
署
名
」
が
見
え
な
い
。

（
17
）
本
版
は
『
改
訂
內
閣
文
庫
漢
籍
分
類
目
錄
』
頁
四
三
七
下
段
に
、「
新
鐫
出
像
通
俗

演
義
（
角
書
き
）
遼
海
丹
忠
錄　

八
卷
四
十
回　

明
陸
雲
龍
〔
撰
〕　

明
崇
禎
序
刊
」

と
し
て
著
錄
さ
れ
る
。
楓
山
文
庫
本
、
全
四
册
、
請
求
番
號
「
附
二
―
一
〇
」。『
古
本

小
說
叢
刊
』
第
七
輯
（
中
華
書
局
、
一
九
九
〇
年
）
お
よ
び
『
古
本
小
說
集
成
』（
上

海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
八
月
）
に
影
印
さ
れ
た
。

（
18
）
毛
文
龍
（
萬
曆
四
年
、
一
五
七
六
―
崇
禎
二
年
、
一
六
二
四
）、
字
は
振
南
。
明
末

の
將
軍
で
後
金
と
の
戰
に
軍
功
を
擧
げ
た
が
、
皇
帝
の
命
令
を
受
け
た
と
僞
っ
た
袁
崇

煥
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
た
。『
明
史
』
卷
二
五
九
に
傳
が
あ
る
。

（
19
）『
古
本
小
說
集
成
』の
影
印
本（
上
海
古
籍
出
版
社
）に
よ
る
と
、墨
丁
で
は
な
く「
作
」

と
す
る
。

（
20
）「
訪
戴
」
は
、東
晉
の
王
徽
之
が
戴
逵
を
雪
中
に
訪
ね
た
故
事
（『
世
說
新
語
』
任
誕
）

に
基
づ
き
、
友
人
を
訪
問
す
る
こ
と
を
い
う
。

（
21
）「
金
薤
」
は
、
雜
體
書
の
一
つ
の
「
倒
薤
」、
篆
書
に
屬
す
る
書
體
。
ま
た
文
字
の

優
美
さ
を
い
う
。

（
22
）「
螺
痕
」
の
「
螺
」
は
、眉
墨
の
顏
料
で
あ
る
「
螺
子
黛
」
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。「
螺

痕
」
は
引
き
畫
い
た
眉
墨
の
意
。

（
23
）「
蓬
壺
」
は
東
海
中
の
三
仙
山
の
ひ
と
つ
蓬
萊
。
晉
の
王
嘉
『
拾
遺
記
』
卷
一
に
「
三

壺
は
則
ち
海
中
の
三
山
な
り
。
一
に
曰
は
く
方
壺
、
則
ち
方
丈
な
り
。
二
に
曰
は
く
蓬

壺
、
則
ち
蓬
萊
な
り
。
三
に
曰
は
く
瀛
壺
、
則
ち
瀛
洲
な
り
。
形
は
壺
器
の
如
し
」
と

あ
る
。
ま
た
蓬
萊
は
日
本
を
指
す
と
傳
え
ら
れ
る
。

（
24
）「
岑
苔
」
は
、「
苔
岑
」
に
同
じ
、
押
韻
の
都
合
で
「
岑
苔
」
と
倒
置
し
た
も
の
。
西

晉
の
郭
璞
「
贈
溫
嶠
」
詩
に
「
人
に
亦
た
言
有
り
、
松
竹
に
林
有
り
。
爾
の
臭
味
に
及

び
て
は
、
苔
に
異
な
り
岑
に
同
じ
」
と
あ
る
こ
と
に
因
み
、
志
向
を
同
じ
く
す
る
友
人

を
い
う
。

附
記

　

二
〇
一
五
年
十
月
十
一
日
に
湯
島
の
聖
堂
に
赴
き
大
成
殿
內
を
見
學
し
た
後
、
斯
文
會
を

訪
れ
昭
和
十
年
の
聖
堂
復
興
の
式
典
に
關
す
る
資
料
を
訊
ね
た
と
こ
ろ
、
翌
月
、
事
務
局
の

岩
城
公
子
女
史
が
『
儒
道
大
會
誌
』
の
一
部
分
、『
斯
文
』
第
十
九
編
第
七
―
十
號
掲
載
「
北

支
紀
行
」
及
び
湯
島
聖
堂
復
興
記
念
行
事
の
記
録
映
畫
の
『
映
畫
目
錄
』
の
覆
寫
を
惠
送
下

さ
っ
た
。
御
盛
情
に
篤
く
感
謝
申
し
あ
げ
る
。

（
立
命
館
大
學
文
學
部
敎
授
）




